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ｽﾗﾌﾞ・壁・ﾌｰﾌﾟ等

柱梁主筋

■

■

■

■

■

30 30

■

■

令第 129条の２の３の事項　※　設計が該当する場合には、□にチェックを記入する。

  　　　＊「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの

　　□給湯設備＊は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造

　　□建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備＊を除く。）は、

　　　として、平成12年建設省告示第1388号第５に規定する構造方法によること。

　　　とすること。満水時の質量が15kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造

　　　1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

　　□法第 20 条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成12年建設省告示第

　　　　　の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

　　　　□管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他

　　　　　撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

　　　　□管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可

　　　　　な管の損傷防止のための措置を講ずること。

　　　　□建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効

　　　　□風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

　　　とすること。

　　　ト造又は厚さが 25 ㎝以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造

　　□煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを 5㎝以上とした鉄筋コンクリー

　　　合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90 ㎝以下とすること。

　　□煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場

　　　緊結すること。

　　　支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、

　　□屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するもの（以下「屋上水槽等」という。）は、

　　　ものとすること。

　　□建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがない

　・建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

■

■

■

■

■
■

■

■

■
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　場合には、余長は4d以上とする。

として交互にする
として交互にする

として交互にする

余長

フレア溶接

折曲げ開始点

折曲げ開始点

・　印、 印は2段筋位置保持金物位置を示す。

・135°フックの余長は6d以上、180°フックの余長は4d以上とする。

・スラブが取り付く側のキャップタイ末端部は、90°フックとしてよい。

保持金物

・スラブ付梁のキャップタイに90°フックを使用する場合、フックの余長は8d以上とする。

 いずれとしてもよい)
 135°、90°の
(フック角度は180°、
フックをつける

 いずれとしてもよい)
 135°、90°の
(フック角度は180°、

梁

梁

柱

壁

a

寄せ筋を示す

梁柱

溶接位置は原則
溶接位置は原則

溶接位置は原則

2段筋位置保持金物 

梁上端

2段筋位置保持金物

柱主筋

2段筋位置保持金物

梁下端

フレア溶接

T形梁

余長

端部近傍

アア

緊結し、支持する

または両側の2段筋に

保持金物はスペーサー

2-5 2段筋位置保持金物の形状および配置

・スラブと同時に打ち込むT形、L形梁のキャップタイ末端部は本図によってもよい。

D=3d以上

・大梁主筋の2段筋を端部と中央で通し配筋とする場合

打設前に取付ける

は、全域で@2000程度とする。

カットオフ筋先端近傍

梁天端近傍

柱中央近傍

梁下端近傍

当該床のコンクリート

として交互にする
フック位置は原則

として交互にする
フック位置は原則

a

a

a

a≧135ﾟ,180°

梁柱

a≧135ﾟ,180°

ア矢視図

L形梁

フックをつける

※L1h(フック付重ね継手)は、表3-1-2による。

上下スラブ付

幅止め筋

D

D

D

床

壁 壁

135°フック

90°フック

180°フック

余長4d以上

余
長
6d
以
上

d
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2

P
2

P2

P
2
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/
2
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/
2

Ho

@2000程度@2000程度

P
2

a

a

a

P
2

P
2

最外径最外径

あき

間隔 P2

L
1
h
※

L
1
h
※

余
長

余
長

余
長

溶接長さ

余
長

余
長

溶接長さ

1d 1d

1d1d 溶接長さ

溶接長さ溶接長さ

余
長

余
長

4
d
以

上

余
長
4d
以
上

余
長

8
d
以

上

0.96

40d

　　　　　5d(両面)

10d(片面)
5d(両面)

10d(片面)
5d(両面)

10d(片面)

473215D13

433211D10

　　　　10d(片面)

5d(両面)

a

P2の最小値

2段筋の間隔

aの最小値

主筋のあき
最外径

呼び名

(d)

51

54

59

67

77

85

93

100

109

32

38

32

57

33

53

44

19

48

62

40

33

22

43

29

47

26

37

D16

D22

D19

D25

D29

D32

D35

D38

D41

d

d
d

d

表2-4 主筋のあきaの最小値および2段筋の間隔P2　(単位mm)

　以上とする。

2.粗骨材の最大寸法を25mmとして算出した数値を表2-4に示す。

3.粗骨材の最大寸法が25mm以外の場合のあき寸法、2段筋の間隔の最小値は、監理者に確認

　すること。

4.2段筋の間隔P2は構造図による。構造図に記載がない場合は表2-4による。

1.鉄筋の最外径は銘柄ごとに異なるため、使用する鉄筋に

SD490の鉄筋を使用する場合はFc=24N/mm2以上

SD390の鉄筋を使用する場合はFc=21N/mm2以上

軽量 Fc=18N/mm2以上 36N/mm2以下

普通 Fc=18N/mm2以上 60N/mm2以下

2.本配筋標準図は、

　が協働で作成した鉄筋コンクリート造の配筋標準図である。

　・｢公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(平成31年版)｣

　　(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修)

　・｢鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説(2018版)｣

　　(日本建築学会)

　・｢建築工事標準仕様書・同解説JASS5鉄筋コンクリート工事(2018年版)｣

　　(日本建築学会)

　・｢鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説(2021版)｣

　　(日本建築学会)

　を参考に作成している。

3.本配筋標準図は表1-1に示すコンクリートおよび鉄筋を使用する鉄筋工事に適用する。

　高強度せん断補強筋を使用する場合は、構造図(伏図、軸組図、部材リスト、詳細図等の  

  図面を示す)による。

4.構造図に記載された事項は、本配筋標準図に優先して適用するものとする。

5.本配筋標準図において、｢監理者に確認｣、｢監理者に承認｣と記載された内容は、監理者

　が設計者と協議し、設計者が承認した結果を示す。

6.図表中の寸法の値は最小値を示し、当該寸法以上を確保することを原則とする。

　(～程度、～以下、＠、Pと表記しているものを除く)

7.本配筋標準図に　　印を記した項目は、適用しない。

　を行い支障ないことを確認した上で、監理者の承認を得ること。

3.SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験
　実施するかメーカー発行の性能試験証明書を確認した上で、監理者の承認を得ること。

2.折曲げ内法直径を表2-1の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の折曲げ試験を

　90°フックと同じとする。

2.90°未満の折曲げ内法直径は構造図による。構造図に記載のない場合は、表2-1の

1.片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる

・フレア溶接は、折曲げ開始点、鉄筋材端から1d以上離すこと。

SD295

1.本配筋標準図(2021年版)は、(一社)日本建設業連合会と(一社)日本建築構造技術者協会

　原則を守れない場合は、監理者と協議すること。

・原則、梁の上下にスラブが取り付く場合、かつ、梁せい1.5m以上の場合、使用可能とする。

単杭の場合は、監理者と協議すること。

(5)杭基礎のベース筋

8.杭に関する事項は、構造図による。

表1-1 適用範囲

§1 一般事項

   および鉄筋格子 (溶接金網および鉄筋格子)に適合するものを使用する。

溶接金網および鉄筋格子は、JIS G 35513. 溶接金網

異形鉄筋はD41以下とする。

2. 鉄筋

JIS G 3112 鉄筋コンクリート用棒鋼

SD490

SD295

SD345, SD390

規格名称 種類の記号規格番号

SD490の鉄筋を使用する部位に軽量コンクリートを用いない。

1. コンクリート
この開始点位置は、以下の図面において共通とする。

　は折曲げ開始点を示す。

5.2段筋の間隔P2の最大値については、監理者に確認すること。

・鉄筋末端部フックは、図2-3-1による。

・ビード形状は表3-1-3による。

(注)

図2-2-2 最上階(上に柱がない場合を含む)の柱頭でフックが必要な主筋

(2)柱の四隅にある主筋で最上階(中間階で上に柱のない場合を含む)の柱頭部

　(フックの形状は180°フックとする)

・フレア溶接を採用する場合は監理者と協議すること。

1.あばら筋および帯筋のスパイラル筋形状、寸法は、図3-3-4による。

　合わせて適宜判断すること。 

図2-4 柱梁主筋のあきと間隔

(2)梁(1)柱

(注)

図2-3-7 梁せいの大きな基礎梁など、あばら筋を分割する場合の

あばら筋・副あばら筋の形状

図2-5-2 2段筋位置保持金物の形状例

図2-5-1 2段筋位置保持金物の配置例

2段筋がある場合は、原則として2段筋位置保持金物を図2-5-1にならい取り付けること。

2-4 主筋のあき・2段筋の間隔
1.主筋相互のあきaは粗骨材最大寸法の1.25倍以上、隣り合う鉄筋呼び径の平均値の1.5倍

図2-3-5 スラブ付梁のあばら筋(末端部がフックの場合)

図2-3-3 あばら筋・帯筋の溶接要領

図2-3-4 あばら筋・帯筋の形状(溶接閉鎖形の場合)

図2-3-2 あばら筋・帯筋の形状(末端部が溶接の場合)

図2-3-1 あばら筋・帯筋の形状(末端部がフックの場合)

(3)あばら筋、帯筋(フック形状は2-3による)および幅止め筋(フック形状は図2-2-3による)

(4)煙突の鉄筋(フックの形状は180°フックとする)

2-3 あばら筋および帯筋形状・寸法

図2-2-1 フックが必要な重ね継手

(a)柱 (b)梁(基礎梁を除く)

2-2 鉄筋のフック

1.次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

(1)柱の四隅または梁の出隅および下端筋の両側にある主筋を重ね継手とする場合

 (フックの形状は180°フックとする)

(図中  印)

表2-1 折曲げ形状・寸法

2-1 折曲げ形状・寸法

1.鉄筋の折曲げ加工は常温加工とする。

§2 鉄筋加工共通事項

(2)大梁・小梁(1)柱

図2-3-6 副あばら筋・副帯筋の形状

図2-2-3 幅止め筋の形状

内法直径(D)よる区分

鉄筋の折曲げ鉄筋の径に
鉄筋の種類

SD490

SD390

D29～D41

SD345

D16以下

D19～D41

D41以下

D25以下

6d以上

5d以上

5d以上

4d以上

3d以上

90°

135°

180°

90°

折曲げ形状 折曲げ角度
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d
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(1.2d以上)
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重ね継手50d

重ね継手50d

(ただし、梁幅の1/2以上)

8
d

8
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(ただし、柱せいの3/4以上)
L2

L2

Fc(N/mm2)

Fc(N/mm2)

Fc(N/mm2)

Fc(N/mm2)

　溶接金網の合わせ面は、図3-3-2タイプA、タイプBいずれとしてもよい。

2.溶接金網の定着は、図3-3-3による。

3.帯筋にスパイラル筋を用いる場合の定着、継手要領は、図3-3-4による。

3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

　　　(片持ち小梁及び片持ちスラブの上端筋を除く)

2.Lb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影長さ

1.La：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ(基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブの上端

　　　筋を含む)　ただし、小梁、スラブの下端筋の定着長さは、表3-2-2による。

2.梁主筋の柱への定着は、原則として折曲げ定着とする。

3.梁主筋の柱内定着において、定着の投影長さは原則柱せいの3/4倍以上とする。

4.柱梁仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さ

　L2hを確保できない場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余長を8d以上、

  仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを、表3-2-3に示す長さLa以上とする。

5.大梁内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さL2h

  を確保できない小梁及びスラブの場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余

  長を8d以上、仕口面から鉄筋外面までの投影長さを、表3-2-3に示す長さLb(かつ、原則

8.ガス圧接およびフレア溶接の形状は、表3-1-3による。

9.径の異なる鉄筋のガス圧接は、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。径の差は原則とし

　て、7㎜以下とする。

10.鉄筋のフレア溶接は、原則として鉄筋の種類はSD345まで、鉄筋の径はD16までとする。

11.フレア溶接は、被覆アーク溶接またはガスシールドアーク溶接により、使用する溶接材

　 料は、表3-1-4による。

12.隣り合う継手の位置は、図3-1-2による。ただし、スラブ筋(基礎スラブ筋を含む)で

   D16以下の場合および壁筋の場合は除く。

を除外する。　

基準法施行令第73条の適用　

算等で実施したため、建築
構造計算を保有水平耐力計

5.径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。

6.あき重ね継手は、原則としてスラブ筋、基礎スラブ筋、壁筋に適用する。

　その場合、あき重ね継手の継手長さは表3-1-2のL1を確保し、あき寸法は、0.2L1かつ

  150mm以下とする。(図3-1-3)

7.梁主筋の重ね継手は水平重ね継手を原則とし、上下重ね継手とする場合は監理者と協議

　突合せアーク溶接継手など)の仕様は構造図による。

2.柱梁主筋の異形鉄筋重ね継手長さは構造図による。

3.耐力壁主筋に直線重ね継手を使用する場合、継手長さは、表3-1-1による。

2mm以下

SD295

SD295

SD295

SD295

フレア溶接末端を1d以上離すこと

曲げ加工した鉄筋に使用する場合、折曲げ開始点から

図3-1-3 スラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋のあき重ね継手

直線重ね継手長さ

する場合は、50d)とする。

表3-1-2かつ40d以上(軽量コンクリートを使用

表3-1-2による。

構造計算方法指示欄

上記以外

表3-1-1 直線重ね継手長さの指示

折れ曲がり

鉄筋中心の偏心量圧接面のずれ

片ふくらみふくらみの直径・長さ

2.継手位置は、各標準図に示す継手の好ましい位置に設けること。

(注)

(注)

(注) 1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。

する

D16以下と

鉄筋は、

原則として

する

合に適用

SD490の場

( )内は、

圧接面

圧接面

Δh=h1-h2≦d/5以下

圧接面

d/4以下

θ≦2°

(ビード幅)

図3-1-1 梁主筋の重ね継手

6

7

8

10

13

16

1d5d以上1d1d10d以上1d

圧接面形状

(1.5d以上)
1.4d以上

圧接面

圧接面

　表2-1による。

最小値鉄筋径d

溶接のビード幅

両面の場合

溶接

フレア

片面の場合

ガス圧接

表3-1-3 ガス圧接・フレア溶接の形状

　とする場合のフック形状は
※フックを135°フック、90°フック

折曲げ開始点折曲げ開始点

180°フックの場合 ※

フック付重ね継手の長さ　L1h

直線重ね継手の長さ　L1

48

60

～

39

45

～

24

27

～

30

36
鉄筋 ～2118

の種類L1h:フック付

L1：フックなし

重ね継手長さ

水平重ね継手 上下重ね継手

13.杭に用いる鉄筋の重ね継手長さは構造図による。

　すること。

3-1 継手
1.対象とする継手は重ね継手、ガス圧接継手、フレア溶接継手とし、その他(機械式継手、

§3 継手および定着

表3-1-2 鉄筋の重ね継手長さ　L1,L1h

　(表3-1-1の記載例：■採用、□不採用)

4.D35以上の異形鉄筋には、原則として重ね継手を用いない。

折曲げ定着長さ

L3h：フック付定着

L3：直線定着

図3-1-2 隣り合う継手位置

  として、定着される梁幅の1/2倍)以上とする。

表3-2-3 折曲げ定着長さ　La,Lb

SD490

SD390

SD345

SD490

SD390

SD345

梁内折曲げ定着の投影長さ Lb

48

60

～

39

45

～

24

27

～

30

36
鉄筋 ～2118

の種類

小梁及びスラブの上端筋の

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ La

部位

(注)

SD490

25d25d 20d30d30dSD390

SD345 30d 25d 25d 20d 20d 15d

15d15d20d20d25d30d

SD490 45d 35d40d40d

30d35d35d40d40dSD390

SD345 40d 35d 35d 30d 30d 25d

25d25d30d30d35d40d

YGW18

YGW19

YGW16

YGW15

YGW12

YGW13

YGW11

SD345

SD295

主筋のあきの確保が困難な場合の重ね継手の場合

主筋のあきが確保できる場合の重ね継手の場合

圧接の場合

または135°折曲げ余長6d余長6d

90°折曲げ余長12d135°折曲げ

末端定着 重ね継手

(a)円形スパイラル筋

1.5巻

または135°折曲げ余長6d余長6d

90°折曲げ余長12d135°折曲げ

末端定着 重ね継手

(b)角形スパイラル筋

図3-3-4 スパイラル筋の末端定着・重ね継手要領

2本以上

図3-3-3 溶接金網の定着

図3-3-2 溶接金網の重ね継手の合わせ面

タイプBタイプA

図3-3-1 溶接金網の重ね継手

(b)ひび割れ幅制御用(a)応力伝達用

1.5巻

4.鉄筋格子については、3-1 継手、3-2 定着による。

　場合のフック形状は表2-1による。
※フックを135°フック、180°フックとする

90°フックの場合※

のみ>

<90°フック

L2h：フック付定着

48

60

～

39

45

～

24

27

～

30

36
鉄筋 ～2118

の種類

L2：直線定着

定着長さ

フック付定着長さ　L2h

1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。

直線定着長さ　L2

表3-2-1 鉄筋の定着長さ L2,L2h 3-3 その他の継手および定着
1.溶接金網の重ね継手は、図3-3-1による。構造図に記載のない場合は、応力伝達用とする。

3. <　>は片持ち部材の場合を示す。

2.「－」は適用範囲外を示す。

フック付定着長さ　L3h

1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。

直線定着長さ　L3

スラブ

18～60

小梁鉄筋
の種類

下端筋定着長さ

表3-2-2 小梁・スラブの下端筋の定着長さ　L3,L3h

3-2 定着

1.異形鉄筋の定着長さは、表3-2-1の鉄筋の定着長さによる。

E4915,E4916等の低水素系溶接棒

JIS　Z　3312

ソリッドワイヤの種類

JIS　Z　3211

被覆アーク溶接棒の種類
表3-1-4 フレア溶接に用いる鉄筋と溶接材料の組み合わせ

E4316,E4915,E4916等の低水素系溶接棒

溶接される鉄筋の種類

余長12d

SD295

SD295

SD295

L1h

あき重ね継手を使用する場合は、監理者に確認の上使用する。

□

□

継手位置

 のみ>

　　フック<90°

SD490

異形鉄筋

θ

30d35d35d40d

25d30d30d35d35dSD390

20d25d25d30d30d35dSD345

20d20d25d25d30d35d

40d45d50d55dSD490

35d40d40d45d50dSD390

30d35d35d40d45d50dSD345

30d30d35d35d40d45dSD295

継手位置

梁梁 床床

15d15d15d20d20d

15d15d15d15d20d20d

15d15d15d15d15d15d

20d20d25d25d

15d15d20d20d20d

15d15d15d20d20d20d

15d15d15d15d15d20d

―

<25d>

SD390

SD345 10d

<25d>

150mm

10dかつ20d

SD390

SD345

35d 25d30d30d

余長12d

余長6d余長6d

余長6d

余長6d

定着起点

余
長

折曲げ開始点 定着起点

定着起点

余
長

折曲げ開始点 定着起点
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第一横筋位置

非耐力壁
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0

40

4
0
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0

40

50 (b)梁(両側スラブ付の場合) c いずれとしてもよい。b または

　チック製でもよい。

　は鋼製を使用する。柱、梁、基礎、基礎梁、壁、地下外壁の側面のスペーサーはプラス

2.鉄筋サポート、スペーサーの種類は設計基準強度以上のコンクリート製、モルタル製また

1.鉄筋サポート、スペーサーのサイズは設計かぶり厚さを満足するものを使用する。

3.鉄筋サポート、スペーサーの数量、配置は図4-2-1、図4-2-2、図4-2-3、図4-2-4による。

4.スペーサー(ドーナツ形)は縦使いを原則とする。梁の側面の場合、スペーサーを設置する

　腹筋と近傍のあばら筋を動かぬよう緊結させる。

5.断熱材打込み時の鉄筋サポートは断熱材用の製品(プレート付き)を使用するか、または鉄

　筋サポート下に樹脂バットを設置し、断熱材にめりこまないようにする。

6.鋼製鉄筋サポートは在来型枠との接触面に防錆処理を施した製品を使用する。

※2　設計かぶり厚さ

　　 施工誤差の割増10mmを標準として見込むことによって、打設後最小かぶり厚さを下回

　　 る危険性を少なくするように、設計時点で配慮したかぶり厚さを示す。

※3　最小かぶり厚さ

　　 建築基準法施行令に規定されたかぶり厚さを基に、屋外側については耐久性の観点か

　　 ら10mm増したかぶり厚さを示す。

柱・梁・壁・スラブ

柱・梁

j

i

h

g

k

e

f

c

d

a

b※1※1

※1※1

※1※1

6070

4050

4050

5060

6070

20

30

30

40

20

30

30

40

40

50

30

40

基礎スラブ・擁壁

屋内

屋外

屋内

屋外

屋内

耐力壁

基礎

連続基礎の立上り部分

擁壁・基礎スラブ

煙突内面

非耐力壁

屋外
スラブ

る部分

土に接す

ない部分

土に接し

2.柱、梁かぶり厚さは表4-1を満足し、かつ主筋に対する最小かぶり厚さは、主筋径の1.5倍

　以上とする。D29以上の鉄筋を使用する場合は、最小かぶり厚さが表4-1より大きくなる部

　位があるため、注意すること。

3.配筋は構造体寸法(打増しを除いた寸法)から所定の設計かぶり厚さを確保できる位置にて

　行う。

4.耐久性上有効な仕上げがある場合、表4-1の※1の値を10mm減じてよい。

　　耐久性上有効な仕上げの例

　・タイル張り

　・モルタル塗り(10mm以上)

　・打増し(10mm以上)

5.ひび割れ誘発目地、打継ぎ目地、化粧目地等がある場合は、目地からのかぶり厚さを確保

  する。

6.柱、梁で打継ぎ目地を設ける場合は、構造体寸法に目地深さ分を打増しとする。この打

　増しは上記4.により、耐久性上有効な仕上げと考えることができる。

壁前後のスペーサー位置は、縦方向、横方向のいずれかの間隔を200程度とすればよい。

腹筋に取り付ける)
(原則として
スペーサー

場合はbとする)

など外気が侵入する

天井(ルーバー天井

(屋内)

(屋内)(屋外)

※2 ※3

(断面)

(断面)

(断面)

仕上げあり

耐久性上有効な

最小設計

(屋内)

(屋内)(屋外)

仕上げなし

耐久性上有効な

仕上げあり

耐久性上有効な

仕上げなし

耐久性上有効な

(屋内)(屋外)

仕上げあり

耐久性上有効な

仕上げなし

耐久性上有効な

柱(地下階)地下外壁

柱(一般階)耐力壁

機械架台基礎(屋外)非耐力壁

分類記号
かぶり厚さ

(単位mm)

かぶり厚さ
部　位

表4-1 鉄筋のかぶり厚さ

7.捨てコンクリートは、かぶり厚さに含まない。

4-1 鉄筋のかぶり厚さ

1.鉄筋のかぶり厚さは表4-1による。

§4 かぶり厚さ

図4-1 部位別設計かぶり厚さ

・図中の      及び　　　は、土が接する部分を示す。

Pは縦、横共1500程度とする。

(屋内)(屋外)

(屋内)(屋外)

一般階スラブ

非耐力壁

(屋外)

耐力壁

(屋外)(屋外)

(屋外)

(屋内)

(屋内)

(屋内)

(屋外)

(屋外)

非耐力壁

機械架台基礎

スペーサー

(屋内)

(屋外)

(屋内)

鉄筋サポート

(c)柱

(屋内)

地業または断熱材

(屋外)

(屋内)

(屋外)

　 杭天端からの寸法を示す

注)基礎下端筋のかぶり厚さは

連続基礎・べた基礎

独立基礎杭基礎

基礎スラブ

土に接する構造スラブ・土間コンクリート地階二重スラブ

※4：ピット内を屋内とする場合は監理者と協議のこと。

仕上げあり

耐久性上有効な

仕上げなし

耐久性上有効な

(屋内)(屋内)(屋外)

下部躯体

免震材料

上部躯体

免震材料の上部・下部躯体擁壁・ドライエリア

基礎梁(基礎スラブのつかない場合)基礎梁(基礎スラブ付の場合)

梁(地下階)梁(一般階)

図4-2-2 壁のスペーサーの取付け要領

壁

図4-2-1 柱・梁の鉄筋サポート・スペーサーの取付け要領

D＞1000　1辺に3個(ただし、Dが500毎に1個追加する)

スペーサー

鉄筋サポート

D≦1000　1辺に2個

梁(両側スラブ付の場合)梁(片側スラブ付の場合)

腹筋に取り付ける)
(原則として
スペーサー

Pは1500程度とする。

(a)梁(片側スラブ付の場合)

柱・梁

7.結束線は内側に折り曲げることを原則とする。

4-2 鉄筋サポート・スペーサー・結束線
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   ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。

※2 下端筋の定着は、フック付定着(L2h)とする。ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)を

    B/2以上確保する。

    ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。

    ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。

※2 下端筋の定着は、フック付定着(L2h)とする。ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)を     

    B/2以上確保する。

　場合はＡ2とし、配置は構造図による。

図5-2-2 連続基礎(交差部)

図5-4-3 基礎スラブが梁下で連続する場合の定着

・基礎スラブの配筋が左右で同じ場合、通し配筋としてよい。

基礎主筋

(2)中柱交差部

配力筋

はかま筋
 はかま筋

配力筋

※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)のいずれとしてもよい。

※2 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。

基礎主筋

(c)継手位置

図5-4-1 べた基礎の耐圧スラブなどの場合(タイプＡ1・タイプＡ2)

ない場合は監理者と協議すること)

(図中の継手位置に継手を設けられ

継手の好ましい位置

(b)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＡ2)

Ly:長辺方向内法寸法

Lx:短辺方向内法寸法

90°以上とする

基礎筋末端部のフック角度は

は
か

ま
筋

基
礎

筋

(スラブの長辺方向の内法長さ)

関係は構造図による

基礎筋の上下の位置

※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)のいずれとしてもよい。

※3 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。

基礎

(3000x3000程度の場合)

図4-2-4 スラブの鉄筋サポートの取付け要領

(
ス

ラ
ブ

の
短

辺
方

向
の

内
法

長
さ

)
下端筋側上端筋側

スラブ

図4-2-3 基礎の鉄筋サポートの取付け要領

■ 下端鉄筋サポート 

□ 上端鉄筋サポート 

通し筋または柱、梁へL2定着

受け筋D13以上

はかま筋がある場合はかま筋がない場合

図5-2-1 連続基礎

はかま筋がある場合

通し筋または柱へL2定着

はかま筋

は構造図による

基礎筋の上下の位置関係

はかま筋がない場合

は
か

ま
筋

基礎筋

P1/2以内

第1基礎主筋

基礎主筋

配力筋(定着)

基礎主筋

(通し)

配力筋
基礎主筋

(定着)

配力筋

基礎主筋

図5-3-2 2本杭以上の場合

図5-3-1 1本杭の場合

基
礎

筋

はかま筋

5-3 杭基礎

基礎筋

はかま筋

関係は構造図による

基礎筋の上下の位置

・ハッチ部は基礎梁、柱を示す。

配力筋(定着)

配力筋(通し)

P2/2以内

第1基礎主筋

5-2 連続基礎

図5-1 独立基礎

(3)隅柱交差部

・P1、P2は設計配筋間隔とする。

5-1 独立基礎

1.連続基礎の側柱交差部は、外周部の基礎主筋を連続して配置する。

§5 基礎

2.中柱交差部における基礎主筋を連続する方向は構造図による。

3.隅柱交差部は、両方向の基礎主筋を連続して配置する。

(1)側柱交差部
2.基礎スラブの第1鉄筋は基礎梁のコンクリート面より50mm程度の位置とする。

ない場合は監理者と協議すること)

(図中の継手位置に継手を設けられ

継手の好ましい位置

(b)継手位置

(a)定着およびカットオフ筋長さ

Ly:長辺方向内法寸法

Lx:短辺方向内法寸法

図5-4-2 その他の基礎スラブの場合(タイプＢ1)

※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)のいずれとしてもよい。

※3 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。

Ly:長辺方向内法寸法

5-4 基礎スラブの定着・カットオフ筋長さおよび継手位置
1.採用するタイプは、基礎に浮き上がりが生じない場合はＡ1、Ｂ1、浮き上がりが生じる

(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＡ1)

Lx:短辺方向内法寸法

基礎主筋

(L2hが確保できない場合)

図5-4-4 幅の小さい梁への定着要領

8dかつ150かつ

基礎スラブ
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A 断面図
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1.採用するタイプは、基礎小梁が連続する場合はＡ1、Ｂ1、連続しない場合はＡ2、Ｂ2と

　じる場合はＢ2、Ｃ2とし、配置は構造図による。

2.柱を介して連続する基礎梁の主筋本数が異なる場合は、通し筋以外の基礎梁主筋を柱内に

　定着する。または柱コンクリート面より定着長さをとって反対側の梁内に定着する。

3.カットオフ筋長さは、構造図による。構造図に記載のない場合は、図6-1-1、図6-1-2、

　図6-1-3による。

2段筋
第1あばら筋第1あばら筋

(b)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＣ2)

2段筋
第1あばら筋第1あばら筋

(b)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＢ2)

2段筋

2段筋

2段筋

2段筋

2段筋

2段筋

2段筋

上図へ続く

下図へ続く

上図へ続く

下図へ続く

2段筋
第1あばら筋第1あばら筋

第1あばら筋第1あばら筋

第1あばら筋第1あばら筋

第1あばら筋第1あばら筋

2段筋
第1あばら筋第1あばら筋

2段筋
第1あばら筋第1あばら筋

第1あばら筋第1あばら筋

2段筋
第1あばら筋第1あばら筋

(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＢ1)

ない場合は監理者と協議すること)

(図中の継手位置に継手を設けられ

継手の好ましい位置

ない場合は監理者と協議すること)

(図中の継手位置に継手を設けられ

継手の好ましい位置

ない場合は監理者と協議すること)

(図中の継手位置に継手を設けられ

継手の好ましい位置

(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＡ1)

(b)継手位置

図6-1-2 杭基礎・独立基礎の場合(タイプＢ1・タイプＢ2)

(c)継手位置

図6-1-1 べた基礎・連続基礎の場合(タイプＡ1)

図6-1-3 杭基礎・独立基礎の場合(タイプＣ1・タイプＣ2)

(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＣ1)

(c)継手位置

1.採用するタイプは、基礎に浮き上がりが生じない場合はＡ1、Ｂ1、Ｃ1、浮き上がりが生
6-1 基礎大梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

§6 基礎梁

ない場合は監理者と協議すること)

(図中の継手位置に継手を設けられ

継手の好ましい位置

ない場合は監理者と協議すること)

(図中の継手位置に継手を設けられ

継手の好ましい位置

(b)継手位置

(a)定着およびカットオフ筋長さ

終端(端部) 終端(端部)

(b)継手位置

2段筋

2段筋

連続端(内端)

(a)定着およびカットオフ筋長さ

連続端(内端)終端(外端)

連続端(内端) 連続端(内端)

2段筋
第1あばら筋第1あばら筋

図6-2-2 基礎小梁が単独梁の場合(タイプＡ2)

図6-2-1 基礎小梁が連続梁の場合(タイプＡ1)

連続端(内端)

6-2 基礎小梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

　し、配置は構造図による。

終端(外端)

ない場合は監理者と協議すること)

(図中の継手位置に継手を設けられ

継手の好ましい位置

ない場合は監理者と協議すること)

(図中の継手位置に継手を設けられ

継手の好ましい位置

　基礎大梁と最下階柱の取合い部配筋要領は構造図による。

1.基礎梁と基礎の取合い部補強要領は構造図による。構造図に記載のない場合は、図6-3に

L2
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　構造図に記載のない場合は、図6-4による。

6-4 基礎大梁と最下階柱の取合い部配筋要領

基礎梁

柱

基礎梁

柱

図6-4 基礎大梁と最下階柱の取合い部配筋要領

(2)基礎大梁幅が柱幅より小さい柱脚の場合 (1)基礎大梁幅が柱幅より大きい柱脚の場合 

あばら筋を通す

と同径、同間隔

(Lbが確保できない場合)

2段筋はL2

余
長

L2

L2

余
長

余
長
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長

余
長

L2

L
2

余
長

余
長

L
2

L
2

余
長

L
2

基礎大梁基礎大梁

基礎大梁

基礎大梁

L
2
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図6-2-5 幅の小さい梁への定着要領

基礎小梁梁

連続端(内端)

連続端(内端)連続端(内端)

(a)定着およびカットオフ筋長さ

終端(外端)

(b)継手位置

基礎大梁

図6-2-4 基礎小梁が単独梁の場合(タイプＢ2)

(b)継手位置

基礎大梁基礎大梁

(a)定着およびカットオフ筋長さ

終端(端部)終端(端部)

図6-2-3 基礎小梁が連続梁の場合(タイプＢ1)

基礎大梁基礎大梁

連続端(内端)連続端(内端)終端(外端)

基礎梁あばら筋

D16-@200

2.取合い部補強の幅は、基礎梁と同じとする。

　よる。

D16-@200

D16-@200D16-@200

図6-3 取合い部補強要領

200＜D≦10000＜D≦200

と同径、同間隔
基礎梁あばら筋

6-3 基礎梁と基礎の取合い部補強要領
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ない場合は監理者と協議すること)

(図中の継手位置に継手を設けられ

継手の好ましい位置

ない場合は監理者と協議すること)

(図中の継手位置に継手を設けられ

継手の好ましい位置

L2

L
2

L2

L2

L
2

L
2

2.柱主筋を折り曲げて通し筋とする場合(図7-4-1)の梁上第1帯筋は、上階柱帯筋と同径の

　せいが重なる範囲を仕口部とする。(図7-2-1)

2.直交梁がない場合、柱の仕口部帯筋範囲は構造図による。構造図に記載のない場合は、

　仕口部帯筋配筋は適用しない。(図7-2-2)

3.柱の仕口部帯筋の範囲は、図7-2-3による。

　(2)柱脚カットオフ筋長さ：柱に取り付く最も高い梁天端からHo/2+15d以上とする。

　(1)柱頭カットオフ筋長さ：柱に取り付く最も低い梁下端からHo/2+15d以上とする。

　　以上とする。

　(2)柱脚主筋の定着：柱に取り付く最も低い梁天端からL2以上かつ最も低い梁下端から15d

　　以上とする。

　(1)柱頭主筋の定着：柱に取り付く最も高い梁下端からL2以上かつ最も高い梁天端から15d

2.Hoは柱の最大内法高さとする。

3.柱主筋の定着は以下による。

4.カットオフ筋長さは以下による。

吊上げ筋

吊上げ筋

吊上げ筋吊上げ筋

Laかつ3D/4Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

Laかつ3D/4Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

Laかつ3D/4
Laかつ3D/4

図8-3-1 鉛直方向にずれのある場合

図8-3-2 水平方向にずれのある場合

(2)e/D＞1/6の場合

(2)e/D＞1/6の場合

柱の主筋間隔内でとる
梁の主筋折曲げ位置は、

(1)e/D≦1/6の場合

(1)e/D≦1/6の場合

(柱のしぼり勾配 e/D≦1/6の場合)

交点を折曲げ起点とする。

梁主筋の中心線の

原則として柱主筋と

L
2
か

つ
梁

下

(柱のしぼり寸法が150㎜以下の場合)

梁
上

端
筋

図7-4-2 柱主筋を通し筋としない場合

図7-4-1 柱主筋を折り曲げて通し筋とする場合

第1帯筋

第1帯筋

第1帯筋

(2組重ね)
第1帯筋

2段筋

第1あばら筋

2段筋

8-1 大梁カットオフ筋長さおよび継手位置7-3 定着

下階柱の帯筋

上階柱の帯筋

仕口部帯筋

(梁下端)
第1帯筋

(梁主筋直上)

第1帯筋

・第1帯筋は、上(下)階の柱の帯筋と同様とする。

図7-2-3 仕口部帯筋の範囲と第1帯筋位置

・吊上げ筋はあばら筋とは別途設け、吊上げ筋の仕様は構造図による。

④② ③③① ②

③

②

①

④

・柱の第1帯筋は、最も低い梁主筋直上とする。

てもよい。直線定着とする場合は、監理者と協議すること。

梁主筋は原則として通し筋とするが、鉄筋のあき寸法が確保できる場合は折曲げ定着とし

柱頭主筋

柱脚主筋

(図8-2-4)

折曲げ通し筋とする

梁のコーナー主筋は

180°フックを設ける。

四隅は

直線定着とする

四隅以外は、原則

2段筋

(図8-2-3)

吊上げ筋

柱内拘束筋

(c)継手位置

 場合には、左図による。

・柱の主筋で垂直に定着長さが確保できない

図7-3-3 最下階の柱主筋の定着と支持方法

(2)柱主筋の支持方法を別途考慮する場合(1)柱主筋を基礎筋上に自立させる場合 

図7-3-2 最下階の柱の場合

(2)独立基礎(1)べた基礎・連続基礎

1.柱部の定着は図7-3-1による。

2.柱脚部の定着は図7-3-2、図7-3-3による。

(2)四隅以外の鉄筋

7-4 柱主筋の折曲げ位置および帯筋

1.柱主筋の折曲げ位置は、梁の主筋間隔内でとる。(図7-4-1)

　帯筋を2組重ねる。

(1)四隅の主筋

折曲げ開始点

柱頭部は180°フック

梁天端
梁天端

・梁内の柱帯筋の有無、仕様は構造図による。

基礎梁天端基礎梁天端

図7-3-1 最上階の柱の場合(中間階で上に柱のない場合)

梁梁

梁

梁

梁

柱
頭

主
筋

柱
脚

主
筋

§7 柱
7-1 柱の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

1.継手はガス圧接、重ね継手を示し、それ以外の継手の仕様は構造図による。

7-2 柱の仕口部(柱・梁接合部)
1.柱の仕口部の範囲は構造図による。構造図に記載のない場合は、柱に取り付く全ての梁

4.柱の仕口部帯筋の配筋要領は構造図による。

基準階梁天端

(柱脚のみに必要な鉄筋)
柱脚カットオフ筋

基準とする

最も低い梁天端を

最も低い梁天端を基準とする

直交梁なし

柱柱柱

柱

平面

柱

イ

ア

矢視図矢視図 イア

平面

図7-2-2 柱仕口部範囲の有無

図7-2-1 柱の仕口部の範囲

仕口部

図7-1-2 継手位置

DはDx、Dyの大きい方の寸法

(中間階)

接地階梁天端

最も高い梁下端を
基準とする

図7-1-1 柱主筋の定着およびカットオフ筋長さ

最も高い梁下端を

基準とする

(柱頭のみに必要な鉄筋)
柱頭カットオフ筋

図8-2-4 ハンチ部配筋

2.大梁継手位置は、図8-1による。

1.カットオフ筋長さは、構造図による。構造図に記載のない場合は、図8-1による。

8-2 梁主筋の柱への定着

図8-2-2 中間階の場合

図8-2-3　吊上げ筋の形状

真直ぐ伸ばす

折り曲げる(コーナー主筋)

吊上げ筋

第1あばら筋

吊上げ筋

通し筋としてもよい

2段筋

第1あばら筋

2段筋2段筋

2段筋2段筋2段筋

(b)カットオフ筋長さ(中央下端カットオフ筋)

(a)カットオフ筋長さ(端部カットオフ筋)

・中央部で両側カットオフ筋が重なる場合は通し筋としてもよい。

図8-1 大梁のカットオフ筋長さおよび継手位置

曲上げ筋がおさまらず、曲下げとする場合(図中の破線)は、監理者と協議すること。

2.下端筋の定着は、曲上げを原則とする。

構造図に記載のない場合は、図8-2-1、図8-2-2による。

1.梁主筋の柱への定着は原則として折曲げ定着とし、定着要領は構造図による。

図8-2-1 最上階の場合(上に柱のない場合)

・吊上げ筋は、折り曲げた主筋のすべてにかける。

§8 大梁

・あばら筋と同径@200以下に設け、交差部は上側となる梁主筋に設ける。

8-3 梁主筋が真直ぐ通らない場合のおさまり

図8-2-5 最上階柱頭補強(上に柱のない場合)

四隅部フック

折曲げ開始点

柱内拘束筋

上側主筋

下側主筋
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1.小梁主筋の定着で垂直に余長が確保できない場合は、上端筋は斜め定着、下端筋は斜め

※ 柱主筋の重ね継手

  高い方の梁上端からの寸法とした方がよい

※段差梁の接続部では、段差寸法によっては

上げる

下端筋は、原則として曲げ

に折り曲げ定着する

柱せいの3/4を確保するよう

梁筋の定着は、投影長さが

第1あばら筋は柱面より割り付ける
Laかつ3D/4

終端(端部)終端(端部)

柱
片持ち大梁

片持ち小梁

片持ち大梁

梁

柱

構造図による

(Lbが確保できない場合)

図8-4 柱梁配筋概要図

　 寸法は構造図による。

Laかつ3D/4

9-3 片持ち大梁・片持ち小梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

図9-2-2 幅の小さい梁への定着要領

L3hフック付定着とする。

下端筋はL3直線定着または

8dかつ150かつ

小梁

梁

第1帯筋は梁下端より割り付ける

8-4 柱梁配筋概要図

より割り付ける
第1帯筋は梁主筋直上

下階柱に定着する

隅部以外の主筋は

上階柱柱段差面の

腹筋の継手は150mm以上とする
原則として柱内へ定着する

主筋本数の異なる場合は

最上階の柱四隅部主筋端にはフックをつける

同径のものを2組重ね配筋する

主筋折曲げ部帯筋は柱帯筋と

梁の上端を打増しとする

スラブ勾配のある場合は

帯筋は原則として@100以下とする

仕口部の配筋は構造図による

端部：柱面よりLo/4の範囲

中央：梁中央Lo/2の範囲

腹筋は、梁せい≧600の場合に入れる

する)

一般層の梁端部と同様と

(2段筋の場合、下段筋は

第1あばら筋第1あばら筋

終端(端部) 終端(端部)

第1あばら筋第1あばら筋

第1あばら筋第1あばら筋

　定着あるいは水平定着としてもよい。

9-2 小梁と大梁の取合い

図9-2-1 小梁と大梁の取合い

平面

小梁

大梁

立面

大梁

(b)継手位置

図9-1-2 小梁(単独小梁)

(a)定着およびカットオフ筋長さ

※下端筋定着をフック付定着(L3h)とする場合は、表3-2-2による。

(b)継手位置

図9-1-1 小梁(連続小梁)

連続端(内端)連続端(内端)終端(外端)

(a)定着およびカットオフ筋長さ

※下端筋定着をフック付定着(L3h)とする場合は、表3-2-2による。

Laかつ3B/4

(b)継手位置

図9-3 片持ち梁

(a)定着およびカットオフ筋長さ
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(3)片持ち小梁

上端筋継手位置

下端筋継手位置下端筋継手位置

(1)片持ち大梁(中間階)

L2

L2

L
2
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大
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方
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の
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(2)片持ち大梁(最上階)

L2

2段筋
2段筋

2段筋2段筋

2段筋2段筋

上図へ続く

下図へ続く

連続端(内端)連続端(内端)

連続端(内端)終端(外端)

ない場合は監理者と協議すること)

(図中の継手位置に継手を設けられ

継手の好ましい位置

ない場合は監理者と協議すること)

(図中の継手位置に継手を設けられ

継手の好ましい位置

§9 小梁・片持ち梁
9-1 小梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

ない場合は監理者と協議すること)

(図中の継手位置に継手を設けられ

継手の好ましい位置

梁上端筋ガス圧接継手

3.柱梁接合部に機械式定着工法を適用する場合、各機械式定着工法に定める規定を満足すること。

2.最上階大梁は中央カットオフ筋、中間階大梁は端部カットオフ筋、基礎梁は端部カットオフ筋(タイプC)の配筋を示す。

1.本図は§6～8に示す規定をラ-メン形に集約したものである。

梁下端筋ガス圧接継手

　基礎下端筋の直上までとする。

※柱主筋の基礎梁への定着長さは、L2hかつ原則として

柱頭カットオフ筋

帯筋間隔

最上階

腹　筋

吊上げ筋

中間階

柱主筋重ね継手の場合

柱主筋ガス圧接継手

梁端部・中央部配筋区分

柱脚部主筋

地反力を受ける基礎梁は図6-1-1による。

接地階

中央：梁中央Lo/2の範囲

端部：柱面より Lo/4の範囲

基礎梁端部・中央部配筋区分

柱せいの
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2.梁の打増し部配筋要領は表13-2-1、表13-2-2、図13-2-1による。

　に算定しない。
2.柱、梁の打増し部に耐力壁が取り付く場合の打増し配筋要領は構造図による。

3.打増し寸法a、a1、a2が70mm未満の場合は補強筋不要とする。

　打増し寸法a、a1、a2が70mm≦a≦200mmの場合の打増し部補強要領は図13-1-1～図13-3-2

　による。

　打増し寸法a、a1、a2が200㎜を超える場合の打増し部詳細事項は構造図による。

4.　　　部は打増しコンクリートを示す。

5.※部の打増し補強筋の定着長さについては、監理者に確認すること。

　算定しない。

1.梁、耐力壁およびスラブの鉄筋の定着長さは、柱躯体内で確保し、打増し部は定着長さに

4.　　　部は打増しコンクリートを示す。

13-1 柱 

2.柱の打増し部配筋要領は表13-1、図13-1-1、図13-1-2による。

§13 柱・梁・壁・スラブ打増し部配筋要領
1.構造図に記載のない打増しを行う場合は事前に監理者と協議すること。

図13-1-2 柱打増し部の補強主筋の定着

補強帯筋

補強主筋

D13-@100程度

D16-@300程度

(耐力壁が取り付く場合の要領は構造図による)
表13-1 柱補強筋

図13-1-1 柱の打増し要領

梁あばら筋と同径、間隔200mm以下

図13-2-2 梁打増し部の補強主筋の定着

(両側スラブ付)(片側スラブ付)

(両側スラブ付)(片側スラブ付)

図13-3-2 スラブの打増し要領

(4)梁下面を打増しする場合

　-　 断面

　-　 断面　-　 断面

補強あばら筋

補強主筋

間隔200mm以下

13-2 梁
1.小梁、耐力壁およびスラブの鉄筋の定着長さは、梁躯体内で確保し、打増し部は定着長さ

3.打増し部腹筋は梁と同径、同段数とする。

図13-3-1 壁の打増し要領

13-3 壁・スラブ

図13-2-1 梁の打増し要領

　-　 断面

(3)梁上面を打増しする場合(スラブなし)

(2)梁側面および梁下面を打増しする場合

(1)梁側面を打増しする場合

(耐力壁・スラブが取り付く場合の要領は構造図による)

表13-2-2 梁上下面補強筋

(耐力壁が取り付く場合の要領は構造図による)

表13-2-1 梁側面補強筋

平面

立面

D16-@250以下2-D16

350mm＜BB≦350mm梁幅

補強あばら筋

補強主筋梁あばら筋と同径、

D16

　-　 断面　-　 断面
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※
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※
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20d程度

矢視図

補強主筋
打増し部

20d程度

打増し部補強主筋

打増し部補強帯筋

打増し部補強主筋

打増し部補強帯筋

させる

縦筋、横筋共D10-@200とし、壁またはスラブ内に20d程度定着

打増し部補強あばら筋

D10-@200

20d程度

打増し部補強あばら筋

打増し部腹筋

打増し部補強あばら筋

打増し部腹筋

・スラブが取付く場合は図10-3-2、図10-3-3を参照。

打増し部腹筋

打増し部補強あばら筋

1.壁およびスラブの打増し部配筋要領は図13-3-1、図13-3-2による。

20d程度

打増し部分

打増し部補強主筋

打増し部補強あばら筋打増し部補強主筋

打増し部補強主筋

打増し部補強主筋

打増し部補強主筋

打増し部補強主筋

打増し部補強主筋

打増し部補強主筋

打増し部腹筋

打増し部補強あばら筋

打増し部補強主筋

打増し部補強主筋
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■施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）

スラブの配筋標　　準　　納　　ま　　り
コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍになるようレベル保持し、全面に配筋する。

耐火仕様②
溶接金網の重ね代Ｌ1：１メッシュと５０ｍｍ以上、且つ１５０ｍｍ以上ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準
（線径６-１５０×１５０の場合２００ｍｍ以上、線径６-１００×１００の場合１５０ｍｍ以上）図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。支持梁:鉄骨梁

　　※２ 溶接方法等は別途検討が必要。(合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照) 溶接金網 Ｌ1

３
０[耐火認定FP060FL-0099,0100,0101,0102,0126,FP120FL-0127用]耐火補強筋不要仕様

Ｄ Ｆ

Ａ：外周梁（デッキスパン方向）Ａ Ｅ
ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、 Ｂ：内部梁（　　　 〃 　　　） 横筋 ＱＬデッキ２スパン ２スパン
(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。 Ｃ：外周梁（デッキ幅方向）Ｂ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による

小
梁

Ｄ：内部梁（　　 〃 　　） 例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上耐　火　仕　様
2 Ｌ2Ｅ：梁継手（デッキスパン方向）支持梁：鉄骨梁、コンクリート：設計基準強度18～36 N/mm の普通コンクリート○共通事項設　　　　　　計 外

周
部

大
梁

３
０

開口部２スパン １スパン溶接金網[JIS G 3551]又は異形鉄筋[JIS G 3112, G 3117]　寸法は下表参照 Ｆ：　〃　（デッキ幅方向）
耐火補強筋：不要 Ｂ

Ｇ：柱廻り【ＱＬ９９－５０】
［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート

□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１００ (床１時間耐火)]
Ｃ

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径)
外周部大梁 Ｇ ※配筋のスペーサーは鉄線またはセメントブロックとし、間隔は１．０ｍ以下とする。ＱＬ９９-５０-１０ 焼抜き栓溶接(φ18以上)

2単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-５０-１２ 2,700mm 以下 80mm 以上 5,400Ｎ/m 以下 打込み鋲(φ4.5)連続支持 D10以上-200×200mm以下ＱＬ９９-５０-１６  外周梁 QLデッキスパン方向１  外周梁 QLデッキスパン方向２  外周梁 QLデッキ幅方向  QLデッキを突き合わせた場合頭付きスタッド(φ13以上) Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部
開口部補強案

□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１０１ (床１時間耐火)] 溶接金網又は異形鉄筋 壁
溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋 １）開口がφ150mm程度の場合壁

焼抜き栓溶接、頭付きスタッドデッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) コンクリート クローサー ＱＬデッキ コンクリート又は打込み鋲 A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径ＱＬ９９-５０-１０ 焼抜き栓溶接(φ18以上)
2単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-５０-１２ 3,000mm 以下 80mm 以上 3,500Ｎ/m 以下 打込み鋲(φ4.5) 開口補強筋Ｄ１３連続支持 D10以上-200×200mm以下ＱＬ９９-５０-１６ 頭付きスタッド(φ13以上)

*2

※1□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１２６ (床１時間耐火)]
５０ｍｍ以上 ※1梁耐火被覆ＱＬデッキ 　材　　質　　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　

※1デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) ５０ｍｍ以上 梁耐火被覆(頭付きスタッドの場合
*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当） 梁耐火被覆 ※1ＱＬ９９-５０-１０ ３０ｍｍ以上)梁耐火被覆*2 板厚１.２ｍｍ,１.６ｍｍに限る 2 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下 焼抜き栓溶接、 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド材料／コンクリート ＱＬ９９-５０-１２ 2,700mm 以下 80mm 以上 7,000Ｎ/m 以下 頭付きスタッド(φ16以上) 又は打込み鋲 頭付きスタッド又は打込み鋲連続支持 D10以上-200×200mm以下 又は打込み鋲 開口補強筋Ｄ１０ＱＬ９９-５０-１６ 開口補強筋Ｄ１０ 種  　　　     類  □普通コンクリート

2 溶接金網（線径６以上－１５０×１５０以下） 耐力補強筋 ２）に準ず QLデッキを離した場合 QLデッキを離した場合  QLデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合 設 計 基 準 強 度  □１８　　　□２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ Ｄ部 Ｄ部Ｂ部 Ｂ部普通コンクリート
または異形鉄筋（Ｄ１０以上、２００×２００以下）（床全面敷設）

C)開口が連続している場合 厚さ(QLデッキ山上) □６０ □７０ □８０ □８５ □９０ □９５ □１００ □（　　　）ｍｍ コンクリート３
０

コンクリート厚さ 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬデッキ 連続する開口の開口群(仮想開口)とみなし、その開口溶接金網又は異形鉄筋※1ＱＬデッキ高さ 又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸クローサー 部の大きさにより、2)又は3)に準じて補強を行う材料／溶接金網・異形鉄筋 フラッシング※注２ＱＬデッキ 梁との接合(注1参照)＠300以下 Ｌ梁の耐火被覆５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）□φ６-７５×７５ □φ６-１５０×１５０
 □ 溶 接 金 網  ＪＩＳ Ｇ ３５５１ 仮想開口*3□φ６-１００×１００ □（　　　　　　　　　　） 鉄骨梁スペーサー(鉄線またはセメントブロック) 支持スパン 支持スパン

間隔1,000以下□Ｄ１０-１５０×１５０
 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ □ 異 形 鉄 筋 200 mm 以下※1※1□Ｄ１０-２００×２００ □（　　　　　　　　　　） ＱＬデッキ【ＱＬ９９－７５】 ｗＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆 ｍｍ50    以上５０ｍｍ以上

*3 線形6㎜以上を用いたもの ※1□認定番号 [ＦＰ０６０ＦＬ-０１０２ (床１時間耐火)] すみ肉溶接 梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド ２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ
又は打込み鋲デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) 又は打込み鋲 ※3φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲 開口補強筋Ｄ１０ｗ接　　　合

耐力補強筋ａtＱＬ９９-７５-１０
2JIS B 1198 焼抜き栓溶接(φ18以上)単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下□φ１３ □φ１６ □φ１９ □φ２２ ＱＬ９９-７５-１２ 3,000mm 以下 80mm 以上 5,400Ｎ/m 以下  梁継手部 QLデッキスパン方向  梁継手部 QLデッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎＥ部 Ｆ部 Ｇ部 QLデッキ端部□頭付きスタッド 開口部*4 頭付きスタッド(φ13以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下（各長さ・ピッチは特記による　） ＱＬ９９-７５-１６ (直交側開口補強筋Ｄ１３)焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁梁 と の 接 合 □焼抜き栓溶接 下記焼抜き栓溶接の項による 又は打込み鋲（フラッシング）現場切断 この部分の小口は塞がない！□認定番号 [ ＦＰ０６０ＦＬ-００９９ (床１時間耐火)]
□打込み鋲 接合箇所は特記による 現場切断（QLデッキ）

デッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径) 柱□その他
ＱＬ９９-７５-１０*4 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする 2 頭付きスタッド単純支持 線径6mm以上-150×150mm以下ＱＬ９９-７５-１２ 3,400mm 以下 80～100mm 3,500Ｎ/m 以下

(φ16以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下 ｗＱＬ９９-７５-１６

□認定番号 [ ＦＰ１２０ＦＬ-０１２７ (床２時間耐火)] ※2 コンクリート箱抜き≧４０･ＤQLデッキ受材耐　　　火
※1 クローサー コンクリート硬化後、QLデッキを切断すみ肉溶接又はドリルねじデッキプレート品名 支持形式 支持スパン コンクリート厚さ 許容積載荷重 溶接金網または異形鉄筋 梁との接合(径)

梁耐火被覆ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 耐火区分 支持条件 ｺﾝｸﾘｰﾄ種別 耐火補強筋 認定番号 φ４－１３　＠６００以下 クローサーQLデッキ受材FB65×6等 開口ＱＬ９９-７５-１０ Ｌ2 (APWの場合 FB65×9等)焼抜き栓溶接(φ18以上)単純支持 柱廻りQLデッキ切欠き線径6mm以上-100×100mm以下 焼抜き栓溶接又は打込み鋲 部□ＦＰ０６０ＦＬ－０１２６ ＱＬ９９-７５-１２ 2,500mm 以下 90mm 以上 6,000Ｎ/m 以下
頭付きスタッド(φ13以上)連続支持 D10以上-200×200mm以下ＱＬ９９-７５-１６ 開口補強筋Ｄ１３QL99-50 □ＦＰ０６０ＦＬ－０１００

床１時間 □ＦＰ０６０ＦＬ－０１０１ 溶接金網（線径６以上－１５０×１５０以下または線径６以上－１００×１００以下） 普通コンクリート (参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項単純/連続 普通 不要 耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０または異形鉄筋（Ｄ１０以上、２００×２００以下）（床全面敷設） ＱＬデッキ□ＦＰ０６０ＦＬ－０１０２ 大梁上の補強例
コンクリート厚さ３
０

QL99-75 □ＦＰ０６０ＦＬ－００９９ [1]設計上の留意点
ひび割れ 400mm以上 ＭＱＬデッキ高さ床２時間 □ＦＰ１２０ＦＬ－０１２７     1)小梁の剛性を大きくする。 ※3 耐力補強筋 所要断面積ａt＝

ｆt×ｊ
    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)※注２ 柱ＱＬデッキ □指定なし  □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　）その他 梁との接合(注1参照)＠300以下 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） 梁の耐火被覆     3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

注）床２時間は床１時間耐火を含む 400mm以上      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)鉄骨梁スペーサー(鉄線またはセメントブロック) 支持スパン 支持スパン ３）ｗ＞600mmの場合特　　　記 小梁補強    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。間隔1,000以下
補強筋D10@200      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てをアークスポット溶接支 保 工 有 無  その他：

注1）梁との接合間隔は、焼抜き栓溶接・打込み鋲・頭付きスタッド共に、デッキ溝と直交する場合300mm以下、平行方向は600mm以下とする｡       するのが望ましい。
 □ 無    □ 有 注2）梁の耐火被覆  梁に所定の耐火性能を要求される場合は、それらに応じて適切な耐火被覆を施す。（本認定仕様外） 開口部

柱廻りの補強例[2]施工上の留意点注3）許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレート+コンクリート+鉄筋)を差し引いた値を示す。 ｗ上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。□
補強筋(D13)焼抜き栓溶接     1)水セメント比を小さくする。アクセサリー

3    　 [例] 単位水量　175リットル/ｍ 以下デッキプレート幅方向 フラッシング クローサー ハンガー金具        　　 ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm ＬＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５
大梁上 大梁上        　　 高性能ＡＥ減水剤 柱

13
.5

    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)４
０

10
0m
m

    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。２

８

Ｗ（１００～２５０） ２５ ひび割れ
１８５       直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）     5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。 天井インサート用金具 40
d

小梁で補強し、開口部周辺に開口補強筋を配筋（Ｄ10以上）
ＱＬデッキの小口ふさぎ用 梁の耐火被覆用面戸定尺2.4ｍ、ｔ＝1.2ｍｍまたは1.6ｍｍ （ＱＬデッキ下溝を利用して取付）デッキプレートスパン方向

※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」
「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。 （Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。

１.５Ｑa
Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下

ＱD

焼抜き栓溶接Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ Ａw デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序 敷　込　み 検　　　　査
Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D

施
　
　
　
　
工

３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド ２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】鉄骨梁の場合墨　出　しＱa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）
　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 □事前検査

 １)墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ板厚 １.０ １.２ １.６ 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。
　　ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。7,350(SPW) 1) 検流計での計測敷込み仮止め溶接大梁Ｑa (Ｎ) 4,000 4,900 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、6,860(APW) アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］
 ２)各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接Ａw ＝（　　　　）mm （注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要です｡ QLデッキと梁との接合 （１）溶接機 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ　　ように敷込む。 工　　程 手　　順　・　要　　領

１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。
QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を２）打込み鋲 １ アーク発生 （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒 □溶接後の外観検査QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。３）焼抜き栓溶接 JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無（３）標準溶接条件：下表

棒径４mmφのもの　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、
3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3２ QLデッキ焼抜き QLデッキ板厚 梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）径10㎜弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。（３）標準溶接条件　　５０ｍｍ以上あることを確認する。

□不良部の補修ひび割れ防止筋敷込み ６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３３～３５ ３.０～４.０×１度打ち梁フランジ板厚：６mm以上 　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を １.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。３ 押し込み・溶着 ９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３３～３５ ３.０～４.０×２度打ち溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。 ３)デッキプレート長手方向の大梁のかかり
６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３４～３６ ３.５～４.５×１度打ち（４）溶接工の資格検　　査 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 １.６ｍｍ整　　形４JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３４～３６ ４.０～４.５×２度打ち上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 【そ　の　他】

（５）手順・要領 注１.デッキプレート　板厚１.０ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度コンクリート打設 (1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況
右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

S造・施工時のスパンの取り方

【連続支持】【単純支持】

スパンスパン スパン
その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。

表　面　処　理デッキプレート種類 板厚(mm)

□亜鉛めっき [ □Z12　 □Z27 ]

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.0
端部加工

□ＱＬ９９-５０
□ｴﾝｸﾛ有り

*1*2□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□ＱＬ９９-７５ □無し
□亜鉛めっき [ □Z12　 □Z27 ]□1.2
□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.6
□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

□その他(　　　　　　　　　　　　　)　

２０２１／１１／０１

注1：普通コンクリート(単位重量24.0kN/m3)、表面処理が亜鉛めっきの場合
注2：()数値は表面処理が亜鉛めっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。注3：上表を超える場合、別途支保工が必要です。

※補強筋は採用とする

■

■ ■ ■

■
■

■

■
■

■

■

３００

■

有限会社建築科学研究所 工事名称
一級建築士事務所登録(7)871号

〒937-0046　富山県魚津市上村木2-212

TEL 0765-22-8558 / FAX 0765-22-8559

一級建築士　登録第182130号　原　英高図面名称
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（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-17」（平成30年9月21日付）角形鋼管

□-150×150 ～ □-300×300 用 ●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。
2021年4月作成

３．構成部材・寸法

F値295N/mm 以下

１．工法概要

２．柱

４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

岡部株式会社 旭化成建材株式会社

TEL03（3296）3515TEL03（3624）5336２ベースパック　型

ベースパック柱脚工法　　標準図施工
設計

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック

グラウト（グラウト材）を使用し

大きさは右図による。

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

形状（イ） 形状（ハ）

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

A B (e) 呼び

M27 22 41 47

M30 24 46 53

M33 26 50 58

M36 29 55 64

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

呼び
L b

128

X

45

M36 D38 60770

M33 720

M30 695D32

D35

M27 650D29

133M30 695D32

M33 690,735D35 95,140

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

約３
０

ｍｍ

1

3

1.0～1.1

(注)上記 6 ～ 9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。 55

g1 dt

9 28

材質

55 31

60 34 SS400

65 12 37

9

9

グラウトロ－ト

グラウト材

注入座金

（桟木等）

注入枠

10
3

角形鋼管

2

< Aタイプ > < Cタイプ 　>

X

45

45

60M36

M27

M30

M33

M36

D38 770 130

※トップフープはダブルとし、

45

L

45

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

より施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

技術者等による。

２/３　程度

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Ｍナット

4 ベースパックグラウト(グラウト材)

5 定着座金

6 テンプレート

7 フレームポスト

8 フレームベース

9 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

10 ベースプレート

１．１ 構成部材

１．２ 柱脚の定着方法概要

３．１ ベースプレート ３．２ アンカーボルト（Mアンカーボルト）

３．３ Mナット

３．４ 定着座金

４．１ 形状・材質 ４．２ 配筋

４．３ 基礎立上がり

６．１ 基礎工事

６．２ アンカーボルト据付け

６．３ 配筋およびコンクリート打設

６．４ 建方

６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め）

６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

4

1

5

9

3

7

8

6

235

BCR295

BCP235

鋼種 採用F値(N/mm  )

295

STKR400

●材質

SN490B 【JIS G 3136】

PM27

記号

M33

M36

35 110

適用
a1 c

18 34

t d

M27

M30PM30

PM33

PM36

31

28

10132

32 101

18

18

110

アンカーボルト
a2

45

42

42

35 45 18 37

３．５ 注入座金

３．６ フレームベース

i) Aタイプ ii) Cタイプ

d

異形部

呼び名

呼び

d

単位 mm 単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

を行う。

異形部

呼び名

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースパックグラウト

注1) 注1)

記号

a

寸法(mm)

ベースプレート

採用

15-12V （イ） 300t≦12

17-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-12V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-300×300

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

t≦16

t≦9

t≦12

t≦16

t≦19

φ45

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550

50

45

50

50

55

55

50

60

50

50

50

310

310

80

360

φ45

φ45

φ50

φ55

φ55

φ50

φ55

φ50

φ55

φ55

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36 12-D22

D13@100

本数-呼び
立上り筋 フープ筋

配筋

コンクリート柱型

(mm)

最低h寸法

550

600

600

600

650

650

650

650

650

700

700

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

材質 形状

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

アンカーボルト柱

外径 板厚

250

280

310

310

360

370

240

420

310

310

340

寸法W(mm)

フレームベース

150

180

210

210

260

270

140

320

210

210

240

寸法X(mm)

フレームポスト間

135

135

135

135

150

150

135

150

135

150

150

J寸法

(mm)l1 l2

200

230

260

260

（イ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

ベースパック

t

28

32

28

32

32

36

32

36

32

40

50

d(mm) (mm)

A

A

A

A

C

寸法D(mm)

500

610

530

560

560

680

700

740

630

620

710 ■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚

T(mm)

溶接

方法

ア

ク
｜

溶

接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

T

覆

被

6～

6～

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

-2,+∞

(-3,+∞)

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2,+1

(-2,+2)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

溶接

姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

許容差 ・記号+∞は制限無しを示す。

t＜32

板厚(mm)
溶接方法

SN490B

鋼種

予熱なしCO ガスシールドアーク溶接

40≦t≦50

50 ℃

予熱なし

32≦t＜40

50 ℃

予熱なし

予熱なしSN490B

設計基準強度

(N/mm  )

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

●コンクリ－ト

SD345(D19,D22)

●鉄筋

SD295(D13,D16)

は21N/mm　以上とする。

●形状角形鋼管

10
3

2

4

1

5

9

8

7

3

M39 31 60 69

60M39 D41 770,810 98,135

80 12 40M39

M39PM39 11838 48 18 40

基礎梁天端

あるいは

フーチング天端

立上り高さ

80

80

80

フープ筋

立上り筋

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容

差

標

準

許

e1

e1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

（イ）

（イ）

A

A

A

C

C

C

12-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

３．７ アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型

　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

g1 dt 材質

55 32

60 35 SS400

65 38

9

9

M30

M33

M36

単位 mm

9

g2

168

173

178

190

l3

-

-

-

-

-

-

-

260

260

290

490

基準強度

(N/mm )

490

490

490

490

490

基準強度

(N/mm )

490

490

基準強度

(N/mm  )

iii) 特Cタイプ

適用

アンカーボルト

適用

アンカーボルト

< 特Cタイプ >

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

※

特C

-

-

-

-

-

-

710

740

-

640

710

-

-

-

-

-

-

440

-

510

510

540

-

-

-

-

-

-

300

-

370

370

400

特C 特C

TSC295

　柱型上端近くに配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設け

　なくてよい。

梁主筋

配筋仕様は下表による。
形状は正方形とし、寸法は下表に

記載の値とする。

□  下表標準柱型寸法からの変更あり

４．４ 特記事項

□  下表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

採用

２

2 2

ｱﾝｶｰ

ﾌﾚｰﾑ

ﾀｲﾌﾟ

標準ﾌﾚｰﾑ 標準ﾌﾚｰﾑ標準ﾌﾚｰﾑ

2 2

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

２

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

低水素系被覆アーク溶接

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース

パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

普通コンクリートとし、設計基準強度

2
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d

120 X b

d

L L

120 X 50

d d

a2
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注入口
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Ｄ
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上
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l2

l3
l2
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a
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l1 l1

l1
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l2

d

a

l1 l2 l3 l2 l1

50 50W65

50
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W
65

50 50W

50
50

W
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30
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g1

g1

d

g2
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t
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上
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○
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有限会社建築科学研究所 工事名称
一級建築士事務所登録(7)871号

〒937-0046　富山県魚津市上村木2-212

TEL 0765-22-8558 / FAX 0765-22-8559

一級建築士　登録第182130号　原　英高図面名称
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（仮称）魚津市本江地域交流センター建設事業 建築主体工事
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（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-17」（平成30年9月21日付）

F値235N/mm　     φ190～φ812 用

●本標準図は1/2～2/2で構成されている。２
１ベースパック

円形鋼管用
円形鋼管

F値325N/mm 以下　φ190～φ812 用

１．工法概要

２．柱

３．構成部材・寸法 ４．コンクリート柱型

５．工場製作（溶接）

2021年4月作成

岡部株式会社 旭化成建材株式会社

TEL03（3296）3515TEL03（3624）5336●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

２

２

ベースパック柱脚工法　　標準図施工
設計

レベルモルタル

（ベースパックグラウト）

レベルモルタル

（ベースパックグラウト）

（Mアンカーボルト） （Dアンカーボルト）

１．１ 構成部材

円形鋼管 円形鋼管

3 2

6

1

3

9

10

12

7

11

12

7

11

5
4

2

6

1

3

9

10

8 3

1

4

5

1

8

(注)上記 1 ～ 12 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

(注)上記 8 ～ 11 は現場状況により仕様が異なる場合がある。

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Mナット

5 Dナット(S)

6 ベースパックグラウト(グラウト材)

7 定着座金

8 テンプレート

10 フレームベース

11 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

12 ベースプレート

4 Dナット

9 フレームポスト

１．２ 柱脚の定着方法概要

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）

注入枠

形状（ハ） 形状（ニ）形状（イ）

●Mアンカーボルト

i) アンカーフレーム Aタイプ の場合

３．２ アンカーボルト

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

iii) アンカーフレーム Cタイプ・Dタイプ の場合

呼び

D38

L

D41

D51

850

900

1110

D41H 995

M30

呼び A B (e)

Mナット

Dナット

Dナット(S)

D38

D41

D38

D41

24

45

48

30

32

46

65

70

65

70

53

75

80

75

80

M45 36 70 81

M33 26 50 58

M36 29 55 64

D51 60 80 92

D51 40 80 92

３．３ Mナット・Dナット

３．５ 注入座金

PD38

記号 a

PD41 46

43

127100

96 122

20

20D38

D41,D41H

記号

M33 35 110

適用
a1

18 34

M30PM30

PM33

3110132 18

アンカーボルト
a2

45

42

PD51 58140 20D51 110

i) Mアンカーボルト用

３．６ フレームベース

c t d

c t d

４．１ 形状・材質 ４．２ 配筋

●コンクリ－ト

SD345(D19,D22,D25)

●鉄筋

SD295(D13,D16)

立上り高さ

基礎梁天端

あるいは

フーチング天端

●基礎立上がり高さは5０mm以下とする。４．３ 基礎立上がり

立上り筋

フープ筋

（Mアンカーボルト4本）

３．７ アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

< Aタイプ >

（Dアンカーボルト4本）

< Dタイプ >

（Mアンカーボルト8本）

< Cタイプ >

（Dアンカーボルト8本）

< Cタイプ >

（Dアンカーボルト12本）

< Cタイプ >

３．１ ベースプレート

55

g dt

9 31

材質

70 37

M30

D41,D41H 12
SS490

３．４ 定着座金

適用

アンカーボルト

65 12 37D38

85 12 46

60 9 34M33 SS400

適用

アンカーボルト

ii) Dアンカーボルト用

●Dアンカーボルト

i) Aタイプ・Cタイプ

ii) Dタイプ

235

STK490

STK400

鋼種 採用F値(N/mm  )

325

STKN400

STKN490

BT-HT440B-SP 【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

(建築構造用高溶接性高性能５９０N/mm　鋼材)２

●材質

SN490B 【JIS G 3136】

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm 単位 mm

単位 mm

D51,D51H

D51H 1215

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示す

予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

図

ベ－スプレ－ト
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ルート間隔G(mm)
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7

9

6

7

-2,+∞

(-3,+∞)

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2,+1

(-2,+2)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

溶接

姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

許容差 ・記号+∞は制限無しを示す。

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

端部ねじd

M33

M36

M45

M36

M45

46

49

57

49

57

b

TMCP325B 【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

32≦t＜40

板厚(mm)
溶接方法

低水素系被覆アーク溶接

40≦t≦50

SN490B

CO ガスシールドアーク溶接 BT-HT440B-SP

鋼種

50 ℃

予熱なし

予熱なし

予熱なし

50＜t≦75

50 ℃

予熱なし

予熱なし

予熱なし

SN490B

BT-HT440B-SP

TMCP325B

TMCP325B

50 ℃

予熱なし

形状は正方形とし、寸法は「標準図

●形状

2/2」表に記載の値とする。

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料,SS490】

基準強度(N/mm )

390

390

490

390

490

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

呼び
L b X

45

M33 720

M30 695D32

D35

133M30 695D32

M33 690,735D35 95,140

X

45

45

L

45

d

異形部

呼び名

呼び

d

単位 mm 単位 mm

異形部

呼び名
注1) 注1) 基準強度

(N/mm )

490

490 490

基準強度

(N/mm )

490

※トップフープはダブルとし、柱型上端近くに

　配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設けなくてよい。

梁主筋

配筋仕様は「標準図2/2」の

表による。

　表に記載の値とする。

□  「標準図2/2」表標準柱型寸法からの変更あり

４．４ 特記事項

□  「標準図2/2」表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

採用

(注)アンカーボルト12本の場合はつなぎプレートが取り付く。

2

２

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は「円形鋼管用ベースパック柱脚工法設計施工標準図2/2」(以下「標準図2/2」と記す)の

2

22

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

「標準図2/2」表に記載の値とする。

普通コンクリートとし、設計基準強度は

(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

a

t

d

C100

a a

a

t

d

C100
l1 l2 l3 l2 l1

l1
l2

l3
l2

l1

l1 l1l2 l3 l2l3

l1
l1

l2
l3

l2
l3

a

a

t

l1 l1

l1
l1

l2

l2

d

L

b

AB

(e
)

c

a
t

d

注入口

ボルト孔

a2

d

注入口

t
a1

c

ボルト孔

bh bh

bh
bh

W

W

bh bh

bh
bh

W

W

10D以上

90
以

上

30

Ｄ

Ｄ

J
30

以
上

90

h寸
法

bhzx

W

J
30

以
上

90

h寸
法

bhzx

W

J
30

以
上

90

h寸
法

bhzx

W

J
30

以
上

90

h寸
法

zx

W
bh

J
30

以
上

90

h寸
法

bhzx

W

g

g

t

d

面取り d

76

76

d

120 X b

d

L L

120 X 50

d d

有限会社建築科学研究所 工事名称
一級建築士事務所登録(7)871号

〒937-0046　富山県魚津市上村木2-212

TEL 0765-22-8558 / FAX 0765-22-8559

一級建築士　登録第182130号　原　英高図面名称

Scale
（A1版）:

（A3版）:
Date

管理建築士

構造設計
一級建築士　      第237697号

構造設計一級建築士　第1882号
上田 邦成

ー

ー

鉄骨構造標準図(1)

Ｓ-14（仮称）魚津市本江地域交流センター建設事業 建築主体工事
2022.03



（財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-17」（平成30年9月21日付）

F値235N/mm　     φ190～φ812 用

●本標準図は1/2～2/2で構成されている。２
２ベースパック

円形鋼管用
円形鋼管

F値325N/mm 以下　φ190～φ812 用

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

６．工事場施工

７．本工法の施工及び施工管理

2019年1月作成

岡部株式会社 旭化成建材株式会社

TEL03（3296）3515TEL03（3624）5336２

２ ベースパック柱脚工法　　標準図施工
設計

V3

558-36V2

V2

種別

用

5

3

2

値

F

材

柱

以

5

2

3

値

F

材

柱

609-22V2

216-13V2

216-16V2

267-13V2

267-16V2

318-13V2

318-16V2

318-25V2

355-13V2

355-16V2

355-22V2

406-13V2

406-19V2

406-22V2

406-25V2

457-13V2

457-19V2

457-25V2

457-36V2

508-14V2

508-22V2

508-32V2

508-40V2

558-16V2

558-28V2

609-28V2

609-36V2

660-28V2

711-28V2

762-25V2

812-22V2

216-10V3

216-13V3

267-09V3

267-13V3

318-09V3

318-13V3

318-19V3

355-10V3

355-13V3

355-16V3

406-10V3

406-13V3

406-16V3

406-19V3

457-10V3

457-13V3

457-19V3

457-28V3

508-10V3

508-16V3

508-22V3

508-32V3

558-13V3

558-22V3

558-28V3

609-16V3

609-22V3

609-25V3

660-22V3

711-22V3

762-19V3

812-19V3

φ350.0,φ355.6

φ190.7,φ216.3

φ190.7,φ216.3

φ267.4

φ267.4

φ300.0,φ318.5

φ300.0,φ318.5

φ300.0,φ318.5

φ350.0,φ355.6

φ350.0,φ355.6

φ400.0,φ406.4

φ400.0,φ406.4

φ400.0,φ406.4

φ400.0,φ406.4

φ450.0,φ457.2

φ450.0,φ457.2

φ450.0,φ457.2

φ450.0,φ457.2

φ500.0,φ508.0

φ500.0,φ508.0

φ500.0,φ508.0

φ500.0,φ508.0

φ550.0,φ558.8

φ550.0,φ558.8

φ550.0,φ558.8

φ600.0,φ609.6

φ600.0,φ609.6

φ600.0,φ609.6

φ650.0,φ660.4

φ700.0,φ711.2

φ750.0,φ762.0

φ800.0,φ812.8

φ216.3

φ267.4

φ267.4

φ300.0,φ318.5

φ300.0,φ318.5

φ300.0,φ318.5

φ350.0,φ355.6

φ350.0,φ355.6

φ350.0,φ355.6

φ400.0,φ406.4

φ400.0,φ406.4

φ400.0,φ406.4

φ400.0,φ406.4

φ450.0,φ457.2

φ450.0,φ457.2

φ450.0,φ457.2

φ450.0,φ457.2

φ500.0,φ508.0

φ500.0,φ508.0

φ500.0,φ508.0

φ500.0,φ508.0

φ550.0,φ558.8

φ550.0,φ558.8

φ550.0,φ558.8

φ600.0,φ609.6

φ600.0,φ609.6

φ600.0,φ609.6

φ650.0,φ660.4

φ700.0,φ711.2

φ750.0,φ762.0

φ800.0,φ812.8

t≦25.0

t≦12.7

t≦16.0

t≦12.7

t≦16.0

t≦12.7

t≦16.0

t≦25.0

t≦12.7

t≦16.0

t≦22.0

t≦12.7

t≦19.0

t≦22.0

t≦12.7

t≦19.0

t≦25.0

t≦36.0

t≦14.0

t≦22.0

t≦32.0

t≦40.0

t≦16.0

t≦28.0

t≦36.0

t≦22.0

t≦28.0

t≦36.0

t≦28.0

t≦28.0

t≦25.0

t≦22.0

t≦12.7

t≦9.3

t≦12.7

t≦9.0

t≦12.7

t≦19.0

t≦9.5

t≦12.7

t≦16.0

t≦9.5

t≦12.7

t≦16.0

t≦19.0

t≦9.5

t≦12.7

t≦19.0

t≦28.0

t≦9.5

t≦16.0

t≦22.0

t≦32.0

t≦12.7

t≦22.0

t≦28.0

t≦16.0

t≦22.0

t≦25.0

t≦22.0

t≦22.0

t≦19.0

t≦19.0

SN490B

BT-HT440B-SP

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B,TMCP325B

SN490B,TMCP325B

SN490B

SN490B

SN490B,TMCP325B

SN490B

SN490B,TMCP325B

SN490B,TMCP325B

SN490B

SN490B,TMCP325B

SN490B,TMCP325B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

TMCP325B

TMCP325B

SN490B

SN490B

TMCP325B

SN490B

TMCP325B

TMCP325B

SN490B

TMCP325B

TMCP325B

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

(イ)

(イ)

(イ)

(イ)

(イ)

(イ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(イ)

(イ)

(イ)

(イ)

(イ)

(イ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ニ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

(ハ)

350

350

400

420

460

460

530

540

540

560

600

600

600

610

610

630

740

740

700

700

810

830

710

850

870

820

910

910

970

1030

1070

1150

350

350

400

420

460

460

530

540

540

560

600

600

600

610

610

630

740

740

700

700

810

830

710

850

870

820

910

910

970

1030

1070

1150

55

55

55

65

65

65

65

55

55

65

65

65

65

70

55

65

65

65

65

65

65

75

65

65

75

80

75

75

75

75

75

75

55

55

55

65

65

65

65

55

55

65

65

65

65

70

55

65

65

65

65

65

65

75

65

65

75

80

75

75

75

75

75

75

240

240

290

290

330

330

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

120

120

85

85

135

135

85

135

135

110

155

155

160

175

185

200

240

240

290

290

330

330

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

120

120

85

85

135

135

85

135

135

110

155

155

160

175

185

200

225

225

250

265

275

300

440

225

225

410

205

205

400

400

185

185

330

330

300

300

300

300

260

260

260

230

-

225

225

250

265

275

300

440

225

225

410

205

205

400

400

185

185

330

330

300

300

300

300

260

260

260

230

-

-

-

-

-

-

φ45

φ50

φ50

φ60

φ60

φ65

φ60

φ45

φ50

φ60

φ45

φ60

φ65

φ65

φ50

φ65

φ60

φ65

φ60

φ65

φ65

φ75

φ65

φ65

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ45

φ50

φ50

φ60

φ60

φ65

φ60

φ45

φ50

φ60

φ45

φ60

φ65

φ65

φ50

φ65

φ60

φ65

φ60

φ65

φ65

φ75

φ65

φ65

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

12-D41H

4-M30

4-M33

4-M33

4-D38

4-D38

4-D41

8-D38

8-M30

8-M33

8-D38

8-M30

8-D38

8-D41

8-D41H

8-M33

8-D41

12-D38

8-D38

8-D41H

12-D41H

12-D51

8-D41H

12-D41H

12-D51

8-D51

12-D51

12-D51

12-D51

12-D51

12-D51

12-D51

12-D41H

4-M30

4-M33

4-M33

4-D38

4-D38

4-D41

8-D38

8-M30

8-M33

8-D38

8-M30

8-D38

8-D41

8-D41H

8-M33

8-D41

12-D38

8-D38

8-D41H

12-D41H

12-D51

8-D41H

12-D41H

12-D51

8-D51

12-D51

12-D51

12-D51

12-D51

12-D51

12-D51

490

490

490

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

390

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

540

720

800

930

980

920

1000

1050

900

1050

1100

1000

1100

1150

1150

1250

1270

1350

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

16-D19

16-D19

20-D19

16-D19

16-D19

20-D19

20-D19

20-D19

20-D22

20-D22

24-D22

20-D19

24-D22

24-D22

28-D22

20-D22

24-D22

28-D22

24-D22

28-D22

24-D25

28-D22

28-D25

28-D25

32-D25

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

16-D19

16-D19

20-D19

16-D19

16-D19

20-D19

20-D19

20-D19

20-D22

20-D22

24-D22

20-D19

24-D22

24-D22

28-D22

20-D22

24-D22

28-D22

24-D22

28-D22

24-D25

28-D22

28-D25

28-D25

32-D25

採用
ベースパック

記号 外径(mm) 板厚(mm)

柱

材質 形状
寸法(mm)

ベースプレート アンカーボルト

本数-呼び
a l1 l2 l3 d

寸法(mm)

D 立上り筋 フープ筋

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D13@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D13@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

配筋

コンクリート柱型

ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ

ﾀｲﾌﾟ

A

フレームベース

寸法(mm)

W

290

290

340

324

364

364

280

310

310

310

350

350

350

350

380

380

420

420

450

450

460

470

460

500

510

500

510

510

560

590

610

660

フレームポスト間

寸法(mm)

x

190

190

240

184

224

224

150

210

210

180

250

220

220

220

280

250

290

290

320

320

330

340

330

370

380

370

380

380

430

460

480

530

(mm)

600

600

600

800

800

800

800

600

650

800

600

800

800

850

650

800

800

850

800

850

850

950

850

850

950

950

950

950

950

950

950

950

(mm)

J寸法

135

135

135

180

180

190

180

135

135

180

135

180

190

200

135

190

180

200

180

200

200

230

200

200

230

230

230

230

230

230

230

230

540

590

580

610

610

690

700

710

750

760

760

790

800

860

540

720

800

930

980

920

1000

1050

900

1050

1100

1000

1100

1150

1150

1250

1270

1350

540

590

580

610

610

690

700

710

750

760

760

790
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●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋(6kg)に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

で組立てを行う。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより

行い、標準許容差は下図による。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本(8本)

●本締めはグラウト材の充填前に行い、

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

●Dナット(S)による弛み止めは右図による。

６．１ 基礎工事

６．２ アンカーボルト据付け

６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め）

６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

許容差
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許

テンプレ－ト
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ダブルナットを標準とする。
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用

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース

パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

より施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

技術者等による。

ベースパックグラウト

約３
０

ｍｍ

注入座金

Dナット

Dナット(S)

B.PL

A.Bt

２/３　程度

●レベルモルタルはベースパック

グラウト（グラウト材）を使用し

大きさは右図による。

６．３ 配筋およびコンクリート打設

６．４ 建方

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。
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特記無き限り下記とする。

　４．土間コン符号はＤ１とする。外部土間は意匠図による。

はFLからの天端レベルを示す。

　６．　　　は梁の増打ちを示す。
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Ｓ-17

基礎伏図

　２．地中梁天端はGL-300とする。
　３．図示梁レベル(****)はGLからの梁天端レベルを示す。
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低いレベル屋根伏図

　４．水平ブレースはV2とする。
　５．　　　　は垂木を示す。
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ス
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7
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0
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0
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]
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]
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0
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砕石

1,
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0

1,
10

0

ベース筋 6-D16

 袴 筋   6-D13
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ー

ス
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-
D
1
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6
-
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00

0
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0
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F4
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0

50
10

0
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0
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0

1,
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0

1,
10

0

ベ
ー

ス
筋

 
6
-
D
1
6

 
袴

 
筋

 
 
 
6
-
D
1
3

1,
00

0

50
0

50
0

30
0

50
10

0

30
0

65
0

捨てコン

砕石

500 500

1,000

200

ベース筋 6-D16

 袴 筋   6-D13

F4A

X2c+1,102.2
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（仮称）魚津市本江地域交流センター建設事業 建築主体工事
2022.03

D13

ａ

L2

D10@200 L
2

中間部

D13

L2

ａ

D10@200 L
2

端部

▽FL D10@200

▽GL

L
2

25
0

土間繋ぎ補強要領腰壁配筋

※壁の増打は意匠図による

W12

120
D13

15
0

※梁の増打補強筋はS-10図による

機械基礎配筋図

Ｄ

Ｗ

※大きさ・数は建築意匠図による

▽GL 20
0

30
0

10
0 50

捨てコン

砕石

D13-＠200ﾀﾞﾌﾞﾙ



▽GL

▽FL

▽BPL下端

▽GL

▽FL

▽BPL下端

▽GL

▽FL

▽BPL下端

▽GL

▽FL

▽BPL下端

▽GL

▽FL

▽BPL下端

▽GL

▽FL

▽BPL下端

20
d

20
d

柱脚被覆ｺﾝｸﾘｰﾄ 縦筋12-D13
ﾌｰﾌﾟD10@150

無収縮ﾓﾙﾀﾙ

ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ

○-318.5×12.7(STKN490B) ○-216.3×12.7(STKN490B) □-250×250×12 (BCR295)

ベースパック 318-13V3 ベースパック 216-13V3 ベースパック 25-12V

B.PL-50×480×480(TMCP325B)

A.Bolt 4-D41(SD390)

B.PL-36×350×350(SN490B)

A.Bolt 4-M33(SD490)

B.PL-36×420×420(SN490B)

A.Bolt 4-M39(SD490)

ベースパック 25-16V

□-250×250×16 (BCR295)

B.PL-32×450×450(SN490B)

A.Bolt 8-M33(SD490)

捨てｺﾝ

柱脚被覆ｺﾝｸﾘｰﾄ 縦筋12-D13
ﾌｰﾌﾟD10@150

無収縮ﾓﾙﾀﾙ

ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ

捨てｺﾝ

柱脚被覆ｺﾝｸﾘｰﾄ 縦筋12-D13
ﾌｰﾌﾟD10@150

無収縮ﾓﾙﾀﾙ

ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ

捨てｺﾝ

※鉄筋が納まらない場合は。ベースパックの基礎柱サイズを認定基準に従って変更しても良い。

柱脚被覆ｺﾝｸﾘｰﾄ 縦筋12-D13
ﾌｰﾌﾟD10@150

無収縮ﾓﾙﾀﾙ

ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ

捨てｺﾝ

S=1:30[A1]

○-139.8×6.0(STKN490B)

B.PL-25×300×300(SN490B)

A.Bolt 4-M16(ABR400),L=400 DN

定着板PL-9x50x50

ﾌｰﾌﾟD10@150
柱脚被覆ｺﾝｸﾘｰﾄ

無収縮ﾓﾙﾀﾙ

A.Bolt 4-M16(ABR400),L=400 DN

定着板PL-9x50x50

ﾌｰﾌﾟD10@150
柱脚被覆ｺﾝｸﾘｰﾄ 縦筋8-D13

無収縮ﾓﾙﾀﾙ

縦筋8-D13

B.PL-25×250×250(SN490B)

○-114.3×4.5(STKN490B)

符 号

鉄骨部材

柱 脚

主 筋

フープ

柱 型

断 面

500

240

C21RC31R C25 C25A

55 55

540

54
0

□-D13@100

25
0

20
d

30
27

0

10
0

80
0

25
0

20
d

30
27

0

10
0

80
0

61
0

610
25

0

20
d

30
27

0

10
0

80
0

630

63
0

□-D13@100 □-D13@100

31055 55

25
0

20
d

30
27

0

10
0

80
0

□-D13@100

柱 ・ 基 礎 柱 リ ス ト

62
0

620

330

460

65 65 50 50

420

80 80190

12-D1912-D1912-D1912-D19

30
0

30
0

30
0

30
0

80
0

10
0 50

12-D16

□-D13@100

25
0

30
27

0

30
0

L

50
0

500

C14R

80
0

10
0 50

25
0

30
27

0

30
0

L

C11R

450

300

30
0

50
50

10
0 1

00

8-D16

45
0

450

□-D10@100

25
0

250

50
50 75

75
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符　号 柱　脚断　面

鉄 骨 部 材 リ ス ト

柱リスト

符　号 柱　脚断　面

・柱のダイアフラムはSN490C(内ダイアフラムはSN490Bも可)、大梁フランジ厚の２サイズＵＰとする。

間柱・吊材リスト

符　号

大梁リスト

備　考

継　手

符　号 断　面

小梁リスト

備　考

・特記なき限り材質はSS400とする。

・特記なき限り材質はSS400とする。

継　手符　号 断　面

その他部材リスト

備　考

・特記なき限り材質はSS400（SSC400)とする。
・特記なき限り梁の材質は端部:SN400B 中央部:SS400とする。

・特記なき限り材質はSS400とする。

位　置 断　面 備　考

符　号 位　置 断　面 備　考

片持梁リスト ・特記なき限り梁の材質はSS400とする。

・角形鋼管柱・鋼管柱－Ｈ形鋼梁接合部の溶接はノンスカラップ工法とする。

継手は剛接合梁継手リストによる

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

垂木 @1,820ダブル

開口補強b

開口補強a

土台胴縁

縦胴縁 支点間h≦4m

特記無き開口補強

水平ﾌﾞﾚｰｽ V1 1 - M22 JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付

C-100×50×20×2.3 @455

C-100×50×20×2.3 @455

C-100×50×20×2.3

□-100×100×2.3

□-100×100×4.5

A.B.1-M12 L=400 @1.8m程度

JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付水平ﾌﾞﾚｰｽ V2 1 - M16

　〃

継手はピン接合梁継手リストによる

H-294×200× 8×12

溶接仕口

　〃

G50Aは片側ピン接合　継手はピン合梁継手リストによる

G40Aは片側ピン接合　継手はピン合梁継手リストによる

G19Aは片側ピン接合　継手はピン合梁継手リストによる

　〃

H L-65×65×6

H-125×125×6.5×9

H-150×150× 7×10

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

剛接合継手は剛接合梁継手リストによる

H-125×125×6.5×9 　〃

　〃

　〃 剛接合継手は剛接合梁継手リストによる

剛接合継手は剛接合梁継手リストによる　〃

○-318.5×12.7(STKN490B)

○-216.3×12.7(STKN490B)

□-250×250×12 (BCR295)

□-250×250×16 (BCR295)

○-139.8×6.0(STKN490B)

ベースパック 318-13V3

ベースパック 216-13V3

ベースパック 25-12V

ベースパック 25-16V

A.Bolt 4-M16(ABR400),L=400 DN

B.PL-19×350×250(SS400) A.Bolt 4-M16(SS400),L=400 DN GPL-9, 3-M20

GPL-12, 1-M22(HTB)

GPL- 6, 2-M12(中ﾎﾞﾙﾄ)

GPL- 6, 2-M12(中ﾎﾞﾙﾄ)

GPL- 6, 2-M12(中ﾎﾞﾙﾄ)

GPL- 6, 2-M12(中ﾎﾞﾙﾄ)

GPL- 9, 1-M16(HTB)

B.PL-25×300×300(SN490B)

A.Bolt 4-M16(ABR400),L=400 DNB.PL-25×250×250(SN490B)

GPL- 6, 2-M16

○-114.3×4.5(STKN490B)

溶接仕口

B.PL-19×200×200(SS400) A.Bolt 2-M16(SS400),L=400 DN GPL-9, 2-M16

GPL-9, 2-M16

C21R

C25

C25A

C31R

G48 全断面 H-488×300×11×18

全断面 H-500×200×10×16

全断面

B40 H-400×200× 8×13

全断面 H-400×200× 8×13CG40

全断面 H-200×200× 8×12

全断面

CGH20,CBH20

C14R

C11R

G50,G50A

H-400×200× 8×13G40,G40A

G40B
Xc1端

他端・中央 H-400×200× 8×13

BH-400×200× 9×19

全断面

全断面

G34

G35

全断面G19,G19A

H-340×250× 9×14

H-350×175× 7×11

H-194×150× 6× 9

CG19,CB19

全断面CG15 H-150× 75× 5× 7

H-194×150× 6× 9

P29H

PH125

P15H

全断面CGH15 H-150×150× 7×10

B35 H-350×175× 7×11

B30 H-300×150×6.5×9

B25 H-250×125× 6× 9

B20 H-200×100×5.5×8

BH20

B15

H-200×200× 8×12

H-200×200× 8×12BH20A CBH20端剛、他端ピン接合

H-150× 75× 5× 7

BH125

B19

B19A

H-194×150× 6× 9

H-194×150× 6× 9 CB19端剛、他端ピン接合

H-400×200× 8×13B40A
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■ 設計 : 保有耐力継手■ ボルト : HTB-F10T、HTB-S10T

■ 梁鋼種 : SS400、SN400 ■ 鉄骨構造基準接合部委員会SCSS-H97

H-200×100×5.5×8

H-250×125×6×9

H-300×150×6.5×9

H-350×175×7×11

H-400×200×8×13

H-450×200×9×14

H-500×200×10×16

H-600×200×11×17

H-340×250×9×14

H-390×300×10×16

H-440×300×11×18

H-488×300×11×18

H-588×300×12×20

H-700×300×13×24

H-800×300×14×26

H-890×299×15×23

H-900×300×16×28

H-912×302×18×34

H-918×303×19×37

H-244×175×7×11

H-294×200×8×12

H-148×100×6×9

H-194×150×6×9

M16

M20

M20

M20

M20

M20

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M20

M20

M16

M16

2

3

2

2

3

3

3

3

2

2

2

3

3

3

4

4

4

5

5

5

6

7

7

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

56

75

90

105

120

120

120

120

56

90

105

120

150

150

150

150

150

150

150

150

150

150

150

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

梁サイズ

PL-290×100×16

PL-410×125×12

PL-290×150×9

PL-290×175×9

PL-410×200×9

PL-410×200×12

PL-410×200×12

PL-410×200×12

PL-410×250×12

PL-350×300×12

PL-440×300×12

PL-440×300×12

PL-440×300×12

PL-530×300×19

PL-530×300×19

PL-530×300×16

PL-620×300×19

PL-710×300×25

PL-710×300×25

PL-290×175×9

PL-410×200×9

PL-290×100×16

PL-290×150×9

―

―

PL-290×60×9

PL-290×70×9

PL-410×80×9

PL-410×80×12

PL-410×80×12

PL-410×80×12

PL-410×100×12

PL-350×110×12

PL-440×110×12

PL-440×110×12

PL-440×110×16

PL-530×110×19

PL-530×110×19

PL-530×110×19

PL-620×110×22

PL-710×110×25

PL-710×110×28

PL-290×70×9

PL-410×80×9

―

PL-290×60×9

フ　ラ　ン　ジ

M16

M16

M20

M20

M20

M20

M20

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M20

M20

M16

M16

2

2

2

3

4

5

5

7

1

2

2

3

3

3

5

5

7

9

10

12

12

10

10

1

2

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

60

90

120

90

60

60

60

60

60

60

60

60

90

60

60

60

60

60

60

60

60

60

PL-170×140×6

PL-290×170×6

PL-200×170×6

PL-260×170×6

PL-260×170×9

PL-320×170×9

PL-320×170×9

PL-440×170×9

PL-200×170×9

PL-260×170×9

PL-320×170×9

PL-320×170×12

PL-440×170×9

PL-560×170×9

PL-620×170×12

PL-740×170×12

PL-740×170×12

PL-620×290×16

PL-620×290×16

PL-170×140×9

PL-200×170×9

PL-290×80×6

PL-230×140×6

ウ　ェ　ブ

外添板 内添板 添板

※ 監督者の承認の元、SCSS-H97に準拠したボルト径、本数の変更は可とする。

*寸法はボルト配列を外側に半ピッチずらすことを表す。

梁符号

M16

2 2 ―

継手タイプ

Ｈ－１００ｘ５０ｘ５ｘ７

Ｈ－１５０ｘ７５ｘ５ｘ７

Ｈ－１７５ｘ９０ｘ５ｘ８

Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８

Ｈ－２４８ｘ１２４ｘ５ｘ８

Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９

Ｈ－２９８ｘ１４９ｘ５．５ｘ８

Ｈ－３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９

Ｈ－３４６ｘ１７４ｘ６ｘ９

Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１

Ｈ－３９６ｘ１９９ｘ７ｘ１１

Ｈ－４００ｘ２００ｘ８ｘ１３

Ｈ－４４６ｘ１９９ｘ８ｘ１２

Ｈ－４５０ｘ２００ｘ９ｘ１４

Ｈ－４９６ｘ１９９ｘ９ｘ１４

Ｈ－５００ｘ２００ｘ１０ｘ１６

Ｈ－５９６ｘ１９９ｘ１０ｘ１５

Ｈ－１９８ｘ　９９ｘ４．５ｘ７

　６

　６

　６

　６

　６

　６

　６

　９

　９

　９

　９

　９

　９

１２

１２

１２

　９

１２

　６

２

２

３

３

２

1

1

２

２

５

５

３

３

４

４

６

６

７

７

部　　材

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

備　　考

ＢＪ１

ＢＪ１

ＢＪ２

ＢＪ２

ＢＪ２

■ 梁鋼種 : SS400、SN400

■ ボルト : HTB-F10T、HTB-S10T

M16

M16

M16

M16

M16

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

ウ　ェ　ブ

60

60

60

60

60

60

60

60

60

M20

M20

90

90

60

60

梁符号

75

75

75

75

ＢＪ３

ＢＪ３

ＢＪ３

ＢＪ３

ＢＪ３

ＢＪ３

ＢＪ３

ＢＪ３

ＢＪ３

ＢＪ３

ＢＪ３

ＢＪ３

ＢＪ３

ＢＪ３
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有限会社建築科学研究所 工事名称
一級建築士事務所登録(7)871号

〒937-0046　富山県魚津市上村木2-212

TEL 0765-22-8558 / FAX 0765-22-8559

一級建築士　登録第182130号　原　英高図面名称

Scale
（A1版）:

（A3版）:
Date

管理建築士

構造設計
一級建築士　      第237697号

構造設計一級建築士　第1882号
上田 邦成

鉄骨継手リスト

－

－

Ｓ-28（仮称）魚津市本江地域交流センター建設事業 建築主体工事
2022.03



X5通り鉄骨詳細図 Y2通り鉄骨詳細図

H-294×200× 8×12

1 
- 
M2
2(
JI
S)

V11 
- 
M1
6(
JI
S)

V2

通しダイアフラムPL-25

通しダイアフラムPL-36

千鳥HTB

外内PL-12

HTB

2PL-9

5-M22

8-M22

HTB

外内PL-9

4-M20

HTB

2PL-6

2-M20

HTB

2PL-9

4-M20

HTB

外内PL-9

6-M20

(SN490C)

(SN490C)

通しダイアフラムPL-19

(SN490C)

G.PL-9,4-M20

通しダイアフラムPL-19

通しダイアフラムPL-22

(SN490C)

F2

FG2(400x700)FG1(350x700)

□-250×250×16 (BCR295)

C31R

○-318.5×12.7(STKN490B)

S=1:30[A1]

G40

柱脚 ベースパック 318-13V3ベースパック 25-16V

CGH20

G48
△水平ﾌﾞﾚｰｽ

F2

S=1:30[A1]

G50

FG1(350x700) FG1(350x700)

A.Bolt 4-M16(SS400),L=400 DN

柱脚
B.PL-19×350×250(SS400)

GPL-9, 3-M20

GPL-9

G40A

GPL-6

C31R

G40

G50

P29H

P29H

G50

B20

G5
0

B2
0

B20 B20

CGH20

B2
5

G48

GP
L-
 9
, 
1-
M1
6(
HT
B)

GPL
-1
2,
 1
-M
22
(H
TB
)

F3

C25A

柱脚

粒調砕石

捨てコン

ダイアフラム形状標準

見え隠れの場合

見え掛かりの場合

Y2

Y3まで10,800

H-200×200× 8×12

1,000 1,000

H-400×200× 8×13

H-488×300×11×18

X5

H-500×200×10×16

1,675

1,000 1,000

250

35
0

10
0 15

010
0

150
50 50

H-400×200× 8×13

2,250 2,700

H
-
5
0
0
×

2
0
0
×

1
0
×

1
6

H
-
2
0
0
×

1
0
0
×

5
.
5
×

8

H-200×100×5.5×8

H
-
2
5
0
×

1
2
5
×

 
6
×

 
9

H-488×300×11×18

2,
25

0

X5

450 1,800

200

Y1

▽大屋根軒天

▽軒天①

▽FL

△基礎梁天端

80
0

30
0
25

0
3,

00
0

2,
90

0

1,
10

0
6,

15
0

▽設計GL

▽基礎底

10
0 50

15
0

96

4,800

5,000

25

有限会社建築科学研究所 工事名称
一級建築士事務所登録(7)871号

〒937-0046　富山県魚津市上村木2-212

TEL 0765-22-8558 / FAX 0765-22-8559

一級建築士　登録第182130号　原　英高図面名称

Scale
（A1版）:

（A3版）:
Date

管理建築士

構造設計
一級建築士　      第237697号

構造設計一級建築士　第1882号
上田 邦成

鉄骨詳細図１

Ｓ-291/30

1/60

（仮称）魚津市本江地域交流センター建設事業 建築主体工事
2022.03



上下ﾌﾗﾝｼﾞPL-22

ｳｪﾌﾞPL-12

G50

G50

BH2
0

B20

BH20

CBH20

CGH20
CGH20

CGH20

□-100x100x3.2棟木

CGH20

C31R大屋根鉄骨詳細図 S=1:30[A1]

H-125×125×6.5×9

H-125×125×6.5×9

BH125

H-
50
0×

20
0×

10
×
16

BH125

CBH20

V2

B20
CGH20,CBH20,BH20A:H-200×200× 8×12

B20:H-200×100×5.5×8

PH
12
5

B20

B20B20
BH20

PH125

GＰL-6,2-M16
L-65x65x6

V2

V2

V2

B20

B2
0

V2

V2

G50

G4
8 G5
0

CG
H2

0

CGH20

B4
0A

B40A

Yd1

1,250 2,394.8

450

2,250

2,250

Xc1

911.2

Xd1

X9

3,7
00

X8

Y2

H
-
4
8
8
×

3
0
0
×

1
1
×

1
8

H
-
5
0
0
×
2
0
0
×

1
0
×

1
6

90
0

1,
00

0

△水平ﾌﾞﾚｰｽ

ｻｯｼ受

□-100x100x2.3

GＰL-6,2-M16

△水平ﾌﾞﾚｰｽ

B25B25

中ボルト

1/10

GＰL-9,2-M16

B20:H-200x100x5.5x8

H-125x125x6.5x9溶接

棟木受け

ポスト柱

ＣL

L-50x50x6@600

軒樋受け

▽FL+3,000

L-50x50x6通し

C-100x50x20x2.3通し

B20

全周隅肉溶接

□-100x100x3.2棟木

H-125x125x6.5x9通し

BW125

GＰL-6,2-M16

L-65x65x6

φ-114.3x4.5

寄棟部ポスト柱

ＰL-12x150x150

ＰL-12x150φ
GＰL-6,2-M12

□-100x100x3.2通し

C-100x50x20x2.3@455垂木

G50

大屋根鉄骨詳細図 S=1:20[A1]

垂木が梁と当たる部分はカットし溶接

垂木が大梁継手と当たる部分は継手心にして両側に垂木を割付る。

垂木は@1,820でダブルとする。

ＰL-6

4505,400

2,700 2,700 4501,800

5,400 2,250

60

有限会社建築科学研究所 工事名称
一級建築士事務所登録(7)871号

〒937-0046　富山県魚津市上村木2-212

TEL 0765-22-8558 / FAX 0765-22-8559

一級建築士　登録第182130号　原　英高図面名称

Scale
（A1版）:

（A3版）:
Date

管理建築士

構造設計
一級建築士　      第237697号

構造設計一級建築士　第1882号
上田 邦成

鉄骨詳細図２

Ｓ-301/30

1/60

1/20

1/40

（仮称）魚津市本江地域交流センター建設事業 建築主体工事
2022.03



1 
- 
M1
6(
JI
S)

V2

通しダイアフラムPL-16

J

HTB

外内PL-9

4-M16

Y2通り

Y1+1,200通り

通しダイアフラムPL-12

HTB

2PL-6

2-M16

▽FL

C31R

114.3φx4.5

○-318.5×12.7(STKN490B) C11R

△ﾌﾞﾚｰｽ

1/30

B19:H-194x150x6x9

▽GL

B20:H-200x100x5.5x8

H

ｻｯｼ受
胴縁

FG1(350x700)FG2(400x700)

F2 F4

C-100x50x20x2.3@455

中ボルトGＰL-6,2-M12

垂木

GＰL-6,3-M12 中ボルト
□-100x100x2.3C-100x50x20x2.3@455

S=1:30[A1]

垂木は@1,820でダブルとする。

S=1:30[A1]玄関ポーチ屋根鉄骨詳細図

GＰL-9,2-M16

▽FL

▽GL

139.8φx6.0(STKN490B)

C14R

F4

G40A H-400x200x8x13

D13

D10@200

B19:H-194x150x6x9

B15 H-150x75x5x7B1
9:

H-
19

4x
15

0x
6x

9

B2
0:

H-
20

0x
10

0x
5.

5x
8H:L-65x65x6,GPL-6,2-M16

C31R

C11R

H

H

CG40

C31R
G19A

C14R

B19C31R

CG15

CG15

B1
5

B15 H-150x75x5x7

CG15 H-150x75x5x7

L-50x50x6@600

L-50x50x6通し

C-75x45x15x2.3通し

全周隅肉溶接

ｱﾝｸﾞﾙ部ｶｯﾄ60x70
CT-100x100x5.5x8ｻｯｼ受

G19A H-194x150x6x9

ｺﾜｰｷﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽ屋根鉄骨詳細図

(STKN490B)

H:L-65x65x6,GPL-6,2-M16

GＰLはG40Aに突合せ溶接

LibＰL-6

GＰL-6

南のリビング東側廊下・西側勝手口の屋根はこれに準ずる。

FG3(300x600)

450 2,250

2,
40

0

2,
65

0

25
0

30
0

Y3 Y4

250

X3

25
0

3,
00

0

2,700 1,800

200 2,500 345 1,455

24

45
0

120
1,000

2,
25

0

X3

96

X2

450

300

3,250
72

2,
55

0
2,

55
0

45
0

45
028
0

70

▽軒天①

3,
00

0

有限会社建築科学研究所 工事名称
一級建築士事務所登録(7)871号

〒937-0046　富山県魚津市上村木2-212

TEL 0765-22-8558 / FAX 0765-22-8559

一級建築士　登録第182130号　原　英高図面名称

Scale
（A1版）:

（A3版）:
Date

管理建築士

構造設計
一級建築士　      第237697号

構造設計一級建築士　第1882号
上田 邦成

鉄骨詳細図３

Ｓ-311/30

1/60

（仮称）魚津市本江地域交流センター建設事業 建築主体工事
2022.03



HTB

HTB

外内PL-9

4-M20

2PL-6

3-M20

通しダイアフラムPL-25 (SN490C)

通しダイアフラムPL-36 (SN490C)

通しダイアフラムPL-19

(SN490C)

(SN490C)

通しダイアフラムPL-22

(SN490C)通しダイアフラムPL-19

通しダイアフラムPL-19

(SN490C)

通しダイアフラムPL-19

(SN490C)

通しダイアフラムPL-28

(SN490C)

F2

FG1(350x700)

C14R

G50

CG40G40

F3

(B19)

C31RC31R

○-318.5×12.7(STKN490B)

139.8φx6.0(STKN490B)

H-194x150x6x9

(H)

GPL-9, 2-M16PL-16

PL-6

F3

FG1

G40
G35

□-250×250×16 (BCR295)

ベースパック 25-16V

C25A

柱脚

F3

FG1
FG1(350x700)

C21R

□-216.3φ×12.7(STKN490B)

柱脚 ベースパック 216-13V3

S=1:30[A1]Yd1通り鉄骨詳細図 S=1:30[A1]Xc2通り鉄骨詳細図

G40

CGH20

ﾃﾞｯｷ受 L-65x65x6

Yc3通り

H-500×200×10×16

H-400×200× 8×13H-400×200× 8×13

2,580.5

2,430.5 150

X7 X8

4,547.76

90
7

▽大屋根軒天

▽軒天①

▽FL

△基礎梁天端

80
0

30
0
25

0
3,

00
0

2,
90

0

1,
10

0
6,

15
0

▽設計GL

▽基礎底

10
0 50

15
0

▽軒天③

80
0

Yc3

H-400×200× 8×13

H-350×175× 7×11

Yc4

▽軒天①

▽FL

25
0

3,
00

0

▽設計GL

25
0

▽軒天②

△基礎梁天端

80
0

▽基礎底

10
0 50

15
0

1,
45

0

65
0

200 3,600

Xc2

▽軒天①

▽軒天②

14
0

29
0

29
0
25

0

H-200×200× 8×12

750

200 1,102.2 200

有限会社建築科学研究所 工事名称
一級建築士事務所登録(7)871号

〒937-0046　富山県魚津市上村木2-212

TEL 0765-22-8558 / FAX 0765-22-8559

一級建築士　登録第182130号　原　英高図面名称

Scale
（A1版）:

（A3版）:
Date

管理建築士

構造設計
一級建築士　      第237697号

構造設計一級建築士　第1882号
上田 邦成

鉄骨詳細図４

Ｓ-321/30

1/60

（仮称）魚津市本江地域交流センター建設事業 建築主体工事
2022.03


